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経済学部総務掛（075）753-3401 担当：澤田
（平日 午前９時～午後４時）

日 時：2019年10月19日（土）午後２時～午後７時
場 所：ウェスティン都ホテル京都

西館４階　瑞穂の間

会 費：１万円（１名につき）
※ 100周年基金に５万円以上のご寄付をいただいた方は、
記念行事に無料ご招待いたします。
さらに『京都大学経済学部百年史』を贈呈いたします。

✿ ささやかではございますが、ご出席の方全員にお土産を
ご用意しております。

●

まだ若干お席がありますので、ご出席希望の方は左記まで
至急ご連絡下さい。
（同窓会事務局ではなく学部の総務掛が担当しております）

出席のご連絡をいただいた方には、会費の払込用紙と、会場地図の詳細をお送りします。
● 5万円以上ご寄付いただいた方でまだ出席のご返事をされていない方はご連絡お願いします。
●出席のご返事をいただいた方で、万一払込用紙が届いていない場合は申込みが完了しておりませんので
至急ご連絡下さい。（5万円以上ご寄付の方を除く）

着席コーススタイルのため、会費は先払いとなりますが10月９日まではキャンセル可能です。
定員（322名）になり次第締め切りとさせていただきます。何卒ご了承ください。

京都大学経済学部　創立１００周年　
記念シンポジウム・記念式　典・祝賀パーティのご案内

�  同窓会総会 （午後２時～２時30分）

『人材育成』における京都大学経済学部の役割

２次会プランのご紹介

２次会会場として、
ホテル３Fバー
「ムーンライト」を
おひとり様￥3,500にて
ご利用いただけます。

ͤ詳しくはホテルに直接
　お問い合わせ下さい。

TEL 075-771-7111

ͤご利用は10名様より
　承ります

�  祝賀パーティ（午後５時～７時）

�  記念式典（午後４時～５時）

次　第

総会に先立ち同窓会理事会を開催いたします。《理事会の受付は12時より開始》
同窓会本部理事の方々には別途ご連絡申し上げます。

❀ ウェスティン都ホテル京都の正餐形式（コーススタイル）
着席ディナーをお楽しみいただきます。

山極壽一京都大学総長にご来場いただく予定です。
加えて、京都大学経済学部にご縁の深い各界の方々を
お招きして100周年を祝います。

�  記念シンポジウム （午後２時40分～３時50分）

京都大学経済学部を卒業され、各界でご活躍の方々にご登壇いただき、在学時
の思い出など具体例をもとに京大経済学部で受けた教育が卒業後に社会でどの
ように活きたか、また今後の教育に何が必要かをお話しいただいて、これから
の本学部のあり方を皆様と一緒に考えたいと存じます。

パネリスト
MS＆ADホールディングス グループCEO
三井住友海上火災保険株式会社 取締役会長 柄澤康喜 氏（昭和50年卒）

日本生命保険相互会社 代表取締役会長 筒井義信 氏（昭和52年卒）

環境省 大臣官房秘書課長 大森恵子 氏（平成２年卒）

大阪大学大学院経済学研究科 教授 大竹文雄 氏（昭和58年卒）

株式会社 日本総合研究所 理事 山田　久 氏（昭和62年卒）

司会・オーガナイザー
京都大学大学院経済学研究科 教授 依田高典

❀ 記念式典・パーティでは京都大学交響楽団による
弦楽四重奏、アカペラサークルCrazyClefの皆様の
パフォーマンスも予定しております。

   《受付　午後１時30分より》

※写真はイメージです
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京
都
大
学
経
済
学
部
・
同
窓
会
会
長 　

小
塚　

修
一
郎

Greet ing

　

私
は
２
０
１
６
年
秋
よ
り
同
窓
会
長
の
任

に
あ
り
ま
す
、
昭
和
47
年
卒
の
小
塚
修
一
郎

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

同
窓
会
は
そ
の
規
約
の
第
３
条
に
お
い
て

「
本
会
は
会
員
相
互
の
親
睦
及
び
母
校
と
の
連

絡
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
し
て

お
り
ま
す
。
時
代
を
超
え
て
、
共
に
京
都
大

学
経
済
学
部
で
学
ん
だ
こ
と
を
絆
と
し
て
、

卒
業
後
も
交
流
を
続
け
、
互
い
の
よ
り
豊
か

な
人
生
に
資
す
る
親
睦
の
場
と
し
て
同
窓
会

活
動
が
存
在
す
る
こ
と
が
ま
ず
第
一
の
目
的

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
全
体
を
総
括
し
大

学
と
直
接
接
触
す
る
本
部
の
下
、
集
う
こ
と

が
容
易
な
地
域
ご
と
に
支
部
を
設
け
、
そ
の

支
部
毎
に
懇
親
会
や
講
演
会
な
ど
を
企
画
し

て
お
り
、
同
窓
会
活
動
の
中
心
は
こ
の
支
部

の
活
動
に
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
支
部
毎
の
い
ろ
い
ろ
な
事
情
か

ら
、
出
来
る
こ
と
、
参
加
頂
い
て
い
る
規
模

は
必
ず
し
も
満
足
の
い
く
も
の
で
は
あ
り
ま

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
我
国
経
済
は
バ
ブ
ル
期
を
経

て
以
降
の
長
期
低
迷
下
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ

に
は
只
今
の
米
中
貿
易
摩
擦
問
題
に
み
ら
れ

る
よ
う
な
そ
の
時
々
の
国
際
的
要
因
も
影
響

し
て
い
る
も
の
の
、
な
に
よ
り
我
国
自
身
が

抱
え
る
少
子
高
齢
化
の
問
題
が
大
き
な
足
枷

と
な
っ
て
い
ま
す
。
働
き
方
改
革
、
女
性
の

社
会
的
進
出
の
加
速
、
外
国
人
労
働
者
の
受

け
入
れ
問
題
な
ど
当
面
の
課
題
に
対
応
す
る

と
と
も
に
、
根
本
的
問
題
と
し
て
子
供
が
財

産
で
あ
る
よ
り
コ
ス
ト
で
あ
る
側
面
が
よ
り

強
く
認
識
さ
れ
る
社
会
政
策
を
改
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
と
い
う
構

造
的
要
因
を
抱
え
、
国
際
的
地
位
の
低
下
が

避
け
ら
れ
な
い
中
で
我
国
経
済
を
ど
う
発
展

さ
せ
国
民
生
活
を
ど
う
維
持
・
向
上
さ
せ
て

い
く
の
か
、
か
つ
て
な
い
困
難
で
重
要
な
局

面
を
迎
え
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
今
こ
そ
経
済
学
の

出
番
で
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
経
済
学
に

何
が
で
き
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。
行
政
や
経
済
界
の
役
割
と
責
任

は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
大
学
も
ま
た
然
り
で
あ
り
ま
す
。

　

京
都
大
学
経
済
学
部
が
そ
の
先
頭
に
立
っ

て
学
究
と
人
材
育
成
の
両
面
で
社
会
に
貢
献

し
続
け
る
こ
と
を
同
窓
生
一
同
期
待
し
て
や

み
ま
せ
ん
。

せ
ん
が
、
毎
年
工
夫
を
凝
ら
さ
れ
有
意
義
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
今
後
集
ま
り
の

輪
が
一
層
広
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
目
的
で
あ
り
ま
す
大
学
と
の

連
絡
を
は
か
る
こ
と
に
つ
い
て
は
近
年
大
学

サ
イ
ド
で
同
窓
生
全
体
に
向
け
て
大
変
な
努

力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
誌
は
ま
す
ま
す
充
実
し
て
き
て
お
り
発
信

力
は
飛
躍
的
に
向
上
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年

か
ら
は
同
窓
生
向
け
に
特
典
付
き
情
報
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
「
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｎ
」
も
ネ
ッ
ト
配
信

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
と
し
て
も
先
生

方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
現
役
の
学
生
諸
君

も
「
特
別
会
員
」
と
し
て
活
動
に
参
加
頂
く

こ
と
で
Ｏ
Ｂ
、
大
学
、
現
役
学
生
の
直
接
交

流
の
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。
同
窓
会
員
の

側
に
も
、
Ｏ
Ｂ
と
し
て
ま
た
社
会
人
の
先
輩

と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
意
見
や
思
い
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ら
を
届
け
る
こ
と
で
い
さ
さ
か
で

も
大
学
に
も
お
役
に
立
つ
こ
と
が
あ
れ
ば
と

　

京
都
大
学
経
済
学
部
は
今
秋
創
立
百
周
年

を
迎
え
ま
す
。
大
学
に
は
す
で
に
準
備
委
員

会
が
設
立
さ
れ
記
念
事
業
の
具
体
化
が
す
す

ん
で
お
り
ま
す
。
事
業
の
内
容
は
別
の
と
こ

ろ
で
ご
覧
に
な
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
こ

こ
で
は
省
略
し
ま
す
が
、
百
周
年
を
記
念
す

る
こ
と
は
単
に
過
去
を
振
り
返
る
だ
け
で
な

く
、
京
都
大
学
経
済
学
部
の
こ
れ
か
ら
の
百

年
の
発
展
の
た
め
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
同
窓
会
と
し
て

は
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
、
記
念
事
業

を
賄
う
だ
け
で
な
く
、
い
く
ら
か
で
も
そ
の

後
の
学
生
諸
君
の
学
業
を
支
援
す
る
も
の
を

残
し
た
い
と
思
い
な
が
ら
寄
付
の
お
願
い
を

し
て
い
ま
す
。
企
業
か
ら
の
ま
と
ま
っ
た
寄

付
を
求
め
に
く
い
中
、
個
人
の
寄
付
だ
け
で

は
で
き
る
事
は
限
ら
れ
ま
す
が
、
先
輩
と
し

て
の
思
い
を
少
し
で
も
多
く
後
輩
に
届
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
同
窓
会
員
に
と
っ
て
は
京
都
大
学

経
済
学
部
が
素
晴
ら
し
い
学
び
の
場
で
あ
り

続
け
る
こ
と
が
何
よ
り
の
希
望
で
あ
り
誇
り

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
思
い
を
共
通
の
も
の
と

し
て
持
ち
続
け
な
が
ら
同
窓
会
活
動
に
微
力

で
あ
り
ま
す
が
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
関
係
各
位
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

同
窓
会
会
長
ご
挨
拶
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貴重書庫

シュンペーター教授とともに（1931年）

木下廣次京都大学初代総長の書

法経旧館（研究棟）模型

時計台1階（旧法経第一教室、現在は百周年記念ホール）

※歴史の詳細は「京都大学経済学部百年史」をご参照下さい。

法経第七教室

□□□□□□□□

ゼミ旅行（1964年頃）

河上祭（1963年）

●前史
　
1897（明治30）年

京都帝国大学設立

1900（明治33）年

京都帝国大学法科大学に経済学第一講
座財政学を設置

1915（大正４）年

『経済論叢』創刊

●1919-1945

　
1919（大正８）年

京都帝国大学経済学部創設（経済学科）
京都大学経済学会、経済学部同好会が
創立

1926（大正15）年

The Kyoto University Economic Review
創刊（2004年 The Kyoto Economic Review
と改題）

1928（昭和３）年

河上肇が辞職（河上事件）

1943（昭和18）年

第１次学徒出陣

●1946-1988

　
1948（昭和23）年

調査資料室を設立（2011年、経済資料
センターに改称）

1949（昭和24）年

新制京都大学を設置

1953（昭和28）年

京都大学大学院経済学研究科を設置

1959（昭和34）年

経済学部に経営学科を設置

1960（昭和35）年

京都大学経済学部同好クラブが創立

1962（昭和37）年

京都大学経済研究所を設置

1972（昭和47）年

竹本問題の発生（1977年、処分決定）
法経済学部北館を建築

1984（昭和59）年 

外国人留学生特別選考・３年次編入を
開始
　

1987（昭和62）年

大学院経済学研究科に現代経済学専
攻を設置（社会人学生の受入開始）
　

1988（昭和63）年

論文入試を導入（2016年、特色入試へ）

● -
　（平成元）年

経済学部創立70周年記念祝賀会
経済学部同窓会を再建

（平成３）年

経済論叢別冊『調査と研究』創刊（2012
年休刊）
　
（平成８）年

大学院重点化（教官は大学院経済学研
究科に所属し、経済学部を兼務する）

（平成12）年

プロジェクトセンターを設置

（平成13）年

法経済学部東館が完成

（平成14）年

上海センターを開設（2010年、東アジア
経済研究センターに改称）

● -
　（平成16）年

国立大学法人京都大学となる

（平成18）年

経営管理大学院・公共政策大学院を
設置

（平成19）年

卒業50周年記念同窓会を初めて開催
（昭和32年卒業生）

（平成 21）年

大学院経済学研究科に東アジア国際人
材開発コース（のちの東アジア持続的発
展研究コース）を設置
経済学部を経済経営学科の１学科に統
合
２回生演習、入門演習開始 

（平成 26）年

スーパーグローバル大学創成支援事業
による「京都大学ジャパンゲートウェイ
構想」に参画

（令和元）年

大学院経済学研究科に高度専門人材養
成コースを設置（既存の一般コースは研
究者養成コースとなる）

●出典
　
京都大学経済学研究科・経済学部ウェ
ブページ：
http://www.econ.kyoto-u.ac.jp/about
/history/

『京都大学経済学部百年史』（近刊）

掲示板（1965年頃）

1949
新制京

1953
京都大

1959
経済学

1960
京都大

1962
京都大

1972
竹本問
法経済

●

19

19

19

●●

19

ゼミ旅行ゼミ旅行（196（1964年頃）4年頃）

19

19

法経中庭（1964年）

大学紛争の頃

1965年頃）

大学紛争大学紛争の頃の頃

百万遍交差点

百万遍知恩寺

百万遍交百万遍交差点差点

掲示板（掲示板（19651965

木下廣次京都大学初代総長の書

法経旧館（研究棟）模型

●●

18

19

19

シュンペーター教授とともに（1931年）31年）

法経旧館

ಛूᶃ

1963年）

4年）4年）4年）

河上祭（1963

法経中庭法経中庭（1964年）
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貴重書庫

シュンペーター教授とともに（1931年）

木下廣次京都大学初代総長の書

法経旧館（研究棟）模型

時計台1階（旧法経第一教室、現在は百周年記念ホール）

※歴史の詳細は「京都大学経済学部百年史」をご参照下さい。

法経第七教室

□□□□□□□□

ゼミ旅行（1964年頃）

河上祭（1963年）

●前史
　

（明治30）年

京都帝国大学設立

（明治33）年

京都帝国大学法科大学に経済学第一講
座財政学を設置

（大正４）年

『経済論叢』創刊

● -
　

（大正８）年

京都帝国大学経済学部創設（経済学科）
京都大学経済学会、経済学部同好会が
創立

（大正15）年

The Kyoto University Economic Review
創刊（2004年 The Kyoto Economic Review
と改題）

（昭和３）年

河上肇が辞職（河上事件）

（昭和18）年

第１次学徒出陣

● -
　

（昭和23）年

調査資料室を設立（2011年、経済資料
センターに改称）

（昭和24）年

新制京都大学を設置

（昭和28）年

京都大学大学院経済学研究科を設置

（昭和34）年

経済学部に経営学科を設置

（昭和35）年

京都大学経済学部同好クラブが創立

（昭和37）年

京都大学経済研究所を設置

（昭和47）年

竹本問題の発生（1977年、処分決定）
法経済学部北館を建築

（昭和59）年 

外国人留学生特別選考・３年次編入を
開始
　
（昭和62）年

大学院経済学研究科に現代経済学専
攻を設置（社会人学生の受入開始）
　
（昭和63）年

論文入試を導入（2016年、特色入試へ）

●1989-2003

　1989（平成元）年

経済学部創立70周年記念祝賀会
経済学部同窓会を再建

1991（平成３）年

経済論叢別冊『調査と研究』創刊（2012
年休刊）
　

1996（平成８）年

大学院重点化（教官は大学院経済学研
究科に所属し、経済学部を兼務する）

2000（平成12）年

プロジェクトセンターを設置

2001（平成13）年

法経済学部東館が完成

2002（平成14）年

上海センターを開設（2010年、東アジア
経済研究センターに改称）

●2004-2019

　2004（平成16）年

国立大学法人京都大学となる

2006（平成18）年

経営管理大学院・公共政策大学院を
設置

2007（平成19）年

卒業50周年記念同窓会を初めて開催
（昭和32年卒業生）

2009（平成 21）年

大学院経済学研究科に東アジア国際人
材開発コース（のちの東アジア持続的発
展研究コース）を設置
経済学部を経済経営学科の１学科に統
合
２回生演習、入門演習開始 

2014（平成 26）年

スーパーグローバル大学創成支援事業
による「京都大学ジャパンゲートウェイ
構想」に参画

2019（令和元）年

大学院経済学研究科に高度専門人材養
成コースを設置（既存の一般コースは研
究者養成コースとなる）

●出典
　
京都大学経済学研究科・経済学部ウェ
ブページ：
http://www.econ.kyoto-u.ac.jp/about
/history/

『京都大学経済学部百年史』（近刊）

掲示板（1965年頃）

11階（旧法経第一教室、現在は百周年記念ホール）時計台1

貴重書庫

法経中庭（1964年）

大学紛争の頃

百万遍交差点

百万遍知恩寺

ಛूᶃ

法経第七教室法経第七教室
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湯川記念館

旧演習林事務室

百周年時計台記念館

北部グラウンド

法経済学部東館

ハイライト

本部構内北門北部構内南門

清風荘

百万遍北西角

百万遍南西角

百万遍北東角

西部生協会館「ルネ」

西部講堂

総合体育館

総合博物館
カフェレストラン
「カンフォーラ」

北部グラウンドウンド

湯川記念湯川記念館館

旧演習林旧演習林事務室事務室

本部構内本部構内北門北部構内南門

ハイライト

法経済学部東館法経済学法経済学部東館部東館

吉田神社

百周年時計台記念館百周年時百周年時計台記念計台記念館館

吉田神社吉田神社

楽友会館楽友会館楽友会館楽友会館楽友会館尊攘堂吉田グラウンド

京大正門前バス停付近

百万遍南東角

ಛूᶄ

湯川記念館

旧演習林事務室

中央食堂法経本館

経済学部
図書室

吉田神社

正門

カフェレストラン
「カンフォーラ」

附属図書館
経済研究所

吉田グラウンド

総合博物館

尊攘堂

総合体育館

西部生協会館「ルネ」

百万遍

京大正門前

サークル棟

法経東館

理学部植物園

北部構内

本部構内

吉田南構内

北部生協会館

百周年時計台記念館
１F　歴史展示室、京大ショップ、
　　  レストラン「ラ・トゥール」 

西部講堂

北部グラウンド

附属農場

吉田食堂

楽友会館
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湯川記念館

旧演習林事務室

百周年時計台記念館

北部グラウンド

法経済学部東館

ハイライト

本部構内北門北部構内南門

清風荘

百万遍北西角

百万遍南西角

百万遍北東角

西部生協会館「ルネ」

西部講堂

総合体育館

総合博物館
カフェレストラン
「カンフォーラ」

ストランストランストラン
ォーラ」

吉田神社

楽友会館尊攘堂尊攘堂尊攘堂吉田グラウンド吉田グラウンド

京大正門前バス停付近京大正門前バス停付近

総合博物総合博物館館館館総合博物総合博物

西部講堂西部講堂

西部生協会館「ルネ」西部生協

総合体育総合体育館館

清風荘

百万遍南西角

百万遍北百万遍北西角西角

総合体育総合体育総合体育総合体育

百万遍南東角 西部講堂西部講堂

百万遍北百万遍北東角東角

百万遍南東角

ಛूᶄ

湯川記念館

旧演習林事務室

中央食堂法経本館

経済学部
図書室

吉田神社

正門

カフェレストラン
「カンフォーラ」

附属図書館
経済研究所

吉田グラウンド

総合博物館

尊攘堂

総合体育館

西部生協会館「ルネ」

百万遍

京大正門前

サークル棟

法経東館

理学部植物園

北部構内

本部構内

吉田南構内

北部生協会館

百周年時計台記念館
１F　歴史展示室、京大ショップ、
　　  レストラン「ラ・トゥール」 

西部講堂

北部グラウンド

附属農場

吉田食堂

楽友会館
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京大正門

撮影：株式会社WAVE

1925年頃の時計台から撮影した写真と同じ
アングルで撮影した写真を比較。
キャンパスが大きく変わっていることがわかります。

時計台と法経本館の中庭進々堂

法経本館外観 法経本館廊下

楽友会館

附属図書館

ゼミ風景

法経旧館付近

附属図書館1F（現在のラーニングコモンズ）

旧教養部（総合人間学部）　吉田南構内正門

ಛूᶅ

๺

୆্ۭ͔Βܭ࣌
,:050�6/*7&34*5:����˃

ೆ

౦੢

生協購買部 旧ナカニシヤ書店付近

京大正門前バス停付近（東一条交差点）
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$BNQVT�-JGF�/PX�5IFO

京大正門

撮影：株式会社WAVE

1925年頃の時計台から撮影した写真と同じ
アングルで撮影した写真を比較。
キャンパスが大きく変わっていることがわかります。ります。ります。

時計台と法経本館の中庭進々堂

法経本館外観 法経本館廊下

楽友会館

附属図書館

ゼミ風景

法経旧館付近

附属図書館1F（現在のラーニングコモンズ）

旧教養部（総合人間学部）　吉田南構内正門

ಛूᶅ
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生協購買部 旧ナカニシヤ書店付近

京大正門前バス停付近（東一条交差点）

19251925
アングルアングル
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豊
崎
稔
先
生
は
、
わ
た
く
し
の
恩
師
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
大
学
院
時
代

は
指
導
教
授
と
し
て
、
多
く
の
論
文
作
成
に
、
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
。

　

先
生
は
、
貨
幣
的
景
気
理
論
（
ヴ
ィ
ク
セ
ル
、
ケ
イ
ン
ズ
な
ど
）
の
日
本

に
お
け
る
先
駆
的
研
究
者
で
、
同
時
に
、
日
本
経
済
分
析
、
日
本
機
械
工
業

研
究
の
中
心
に
お
ら
れ
た
。
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
経
済
調
査
団
な
ど
が
派
遣
さ

れ
る
と
き
は
必
ず
中
軸
を
務
め
ら
れ
て
い
た
。
戦
争
直
後
、
自
他
と
も
に
認

め
る
経
済
学
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
の
お
か
げ
で
豊
崎
研

究
室
に
は
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
経
済
・
財
政
研
究
の
第
一
級
資
料
が
揃
っ
て

い
て
「
自
由
に
持
っ
て
行
け
」
が
先
生
の
口
癖
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
叙
勲
だ
と
か
、
○
○
賞
な
ど
は
大
嫌
い
で
、
決
し
て
お
受

け
に
な
ら
な
か
っ
た
。
戦
争
中
、
先
生
の
学
位
論
文
が
日
本
工
業
の
決
定
的

な
弱
点
を
解
明
さ
れ
て
い
た
由
。
学
位
も
官
許
で
あ
っ
た
時
代
、
経
済
学
博

士
の
学
位
を
も
ら
え
ず
、
大
阪
商
大
を
辞
し
て
大
阪
商
工
会
議
所
の
調
査
を

担
当
さ
れ
て
い
た
と
の
噂
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
か
、
先
生
は
、
経
済
界
な

ど
民
を
信
用
さ
れ
て
い
て
、
官
を
決
し
て
信
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
わ
た

く
し
は
、
文
化
資
本
研
究
教
育
で
勲
章
を
い
た
だ
い
た
が
、
も
し
、
先
生
が

ご
存
命
な
ら
ば
決
し
て
許
さ
れ
な
か
っ
た
と
思
う
。
申
し
訳
な
い
こ
と
を
し

て
い
る
と
思
う
と
恥
ず
か
し
い
。

　

先
生
の
指
導
方
針
は
、
徹
底
し
た
、「
理
論
研
究
と
現
場
調
査
の
二
本
足
」。

内
外
の
学
術
雑
誌
を
読
ん
で
、
現
代
一
流
の
理
論
を
発
見
し
研
究
せ
よ
。
現

場
に
足
を
運
び
、
隠
さ
れ
た
実
態
を
発
見
し
て
研
究
せ
よ
。
で
あ
っ
た
。
こ

れ
は
大
変
で
あ
る
が
、
楽
し
い
学
習
の
機
会
で
も
あ
っ
た
。

　

近
経
と
か
、
マ
ル
経
と
か
の
用
語
は
先
生
の
辞
書
に
は
な
い
。
真
実
を
反

映
し
た
理
論
と
現
場
の
事
実
の
み
。
国
富
論
も
、
経
済
学
原
理
も
、
資
本

論
、
一
般
理
論
も
原
文
で
「
読
ん
で
い
て
当
た
り
前
」。
そ
れ
だ
け
に
、
当

時
の
経
済
学
会
で
は
「
豊
崎
気き

が兼
ね
学
派
」
と
い
う
冗
談
が
流
行
し
て
い

た
。
ど
う
も
、
双
方
に
気
配
り
が
出
来
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
ら
し

い
。
そ
の
意
味
で
は
、
豊
崎
ゼ
ミ
は
、
ソ

連
が
崩
壊
し
よ
う
が
、
日
本
の
経
済
危
機

が
長
期
化
し
よ
う
が
右
往
左
往
す
る
こ
と

は
な
い
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
学
習
の
機

会
で
あ
っ
た
。
感
謝
あ
る
の
み
（
２
０
１

９
年
５
月
31
日
）。

豊
崎 

稔
先
生
の
思
い
出 

 

昭
和
31
年
卒
・
京
都
大
学
名
誉
教
授
　

池
上
　
惇

名
誉
教
授 

近
況
報
告
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今
年
が
経
済
学
部
創
立
１
０
０
周
年
に
当

た
る
一
方
、
わ
た
し
た
ち
の
卒
業
は
55
年
前
。

経
済
学
部
の
歴
史
の
半
分
よ
り
以
前
に
在
学

し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
意
外
に
若
い
学
部

に
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
よ
う
に
感
じ

た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
高
度
経
済
成
長
が
始

ま
る
と
と
も
に
、
日
本
の
経
済
は
許
よ
り
経

済
学
者
の
存
在
感
も
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
の
中
で
諸
先
輩
の
活
躍
を
歴
史
の
厚
み
の

よ
う
に
感
じ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

当
時
は
、〝
近
経
〞
か
〝
マ
ル
経
〞
か
と

言
わ
れ
、
授
業
内
容
も
か
な
り
異
な
っ
て
い

た
。
教
養
時
代
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
は
別
に
し

て
、
ゼ
ミ
毎
に
分
か
れ
た
３
回
生
以
降
で
は
、

多
く
の
人
が
友
人
作
り
に
も
こ
の
壁
に
直
面

し
た
よ
う
に
思
う
。
当
時
、〝
マ
ル
経
〞
か
ら

は
〝
近
経
〞
に
は
哲
学
が
な
い
と
揶
揄
さ
れ

た
。
し
か
し
、
現
在
は
市
場
経
済
の
矛
盾
も

目
立
つ
が
、
民
主
主
義
と
自
由
を
重
視
す
る

市
場
経
済
は
両
者
を
表
裏
の
関
係
と
し
て
経

済
社
会
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
。〝
近
経
〞、

〝
マ
ル
経
〞
は
懐
か
し
い
歴
史
の
中
に
あ
る
。

　

二
十
歳
前
後
の
わ
た
し
た
ち
に
授
業
中
に

平
易
な
言
葉
で
語
ら
れ
た
こ
と
や
経
済
学
の

用
語
が
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
実
感
を
伴

い
分
か
っ
た
こ
と
は
少
な
く
な
い
。〝
経
済
は

法
律
よ
り
強
い
〞
は
実
態
の
重
要
性
を
教
え

た
。
形
式
論
か
ら
入
る
の
で
は
な
く
、
実
態

把
握
が
経
済
を
相
手
に
仕
事
す
る
者
に
は
不

可
欠
の
視
点
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も

い
る
。
経
済
学
で
単
純
化
し
て
本
質
を
捉
え

よ
う
と
す
る
姿
勢
の
影
響
で
は
な
か
っ
た
か

と
思
う
。

　

合
理
性
を
追
求
す
る
と
い
う
経
済
人
の
行

動
原
理
。
こ
の
点
が
無
意
識
の
う
ち
に
判
断

の
基
準
に
入
っ
て
い
た
こ
と
は
意
外
に
後
年

気
づ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
現
実
に
は
個
人
の

合
理
的
行
動
と
社
会
の
合
理
性
追
求
と
は
大

き
く
異
な
る
が
、
マ
ク
ロ
の
観
点
か
ら
ま
ず

〝
べ
き
論
〞
で
合
理
性
を
求
め
て
き
た
よ
う

に
思
う
。
こ
の
点
は
、
法
律
や
政
治
を
専
攻

し
て
き
た
人
と
は
少
し
違
っ
て
い
た
だ
ろ
う

し
、〝
書
生
っ
ぽ
い
〞
と
映
る
こ
と
も
あ
っ
た

と
思
う
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
そ
れ
を
許

す
環
境
が
仕
事
場
に
あ
っ
た
。

　

実
は
、
こ
の
点
が
、
退
官
後
に
手
掛
け
る

こ
と
に
な
っ
た
仕
事
と
関
係
す
る
。
非
常
に

簡
略
化
し
て
書
か
ざ
る
を
得
な
い
が
、
社
会

イ
ン
フ
ラ
の
一
つ
で
あ
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗

装
道
路
の
路
上
で
の
再
生
補
修
事
業
で
あ
る
。

役
所
時
代
の
仕
事
と
は
無
縁
。
既
存
の
道
路

資
源
を
使
い
、
補
修
施
工
速
度
は
速
く
、
環

境
性
能
も
経
済
性
も
高
い
。
高
速
道
路
建
設

の
時
代
は
終
わ
り
、
補
修
維
持
に
重
点
が
移

る
時
代
に
は
こ
の
技
術
が
社
会
コ
ス
ト
を
下

げ
る
の
に
不
可
欠
と
考
え
た
。
日
本
の
場
合

は
、
高
速
道
路
が
排
水
性
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に

替
わ
っ
て
行
っ
た
事
情
が
大
き
い
が
、
ま
っ

た
く
出
番
が
な
い
。
経
済
合
理
性
の
あ
る
も

の
は
選
ば
れ
る
と
の
考
え
で
出
か
け
た
イ
ン

ド
も
既
存
の
も
の
が
そ
の
存
在
を
主
張
す
る
。

現
実
の
壁
は
厚
く
、
市
場
参
入
は
容
易
で
は

な
か
っ
た
。
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
の
世
界
だ
っ

た
が
、
変
革
は
政
府
か
ら
起
き
た
。
15
年
後
、

な
い
。

　
〝
部
分
均
衡
〞
と
〝
一
般
均
衡
〞
は
繰
り
返

し
目
に
し
た
用
語
で
あ
っ
た
。
卒
業
後
間
も

な
く
、
日
本
の
産
業
公
害
問
題
が
火
を
噴
い

た
。
産
業
公
害
か
ら
環
境
問
題
へ
、
そ
し
て

近
年
は
地
球
温
暖
化
問
題
へ
と
拡
が
り
と
深

刻
さ
を
増
す
。
部
分
均
衡
的
解
が
次
の
問
題

を
生
み
、
そ
れ
が
次
の
解
を
生
み
、
ま
た
問

題
を
惹
き
起
こ
す
。
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
自
然

の
働
き
は
一
般
均
衡
論
的
で
、
や
は
り
部
分

均
衡
論
は
初
歩
な
の
だ
と
学
生
時
代
を
思
い

出
し
納
得
し
て
い
た
。

　

セ
カ
ン
ド
・
ベ
ス
ト
に
は
複
数
解
が
存
在

す
る
こ
と
は
、
現
実
の
選
択
肢
を
迫
ら
れ
る

時
に
重
要
な
視
点
で
あ
っ
た
。　

　

中
で
も
、
本
質
の
把
握
と
合
理
性
の
追
求

は
日
々
の
生
活
に
直
接
に
関
わ
っ
て
い
た
。

科
学
す
る
世
界
で
は
当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、

利
害
が
交
錯
す
る
経
済
社
会
で
は
必
ず
し
も

そ
う
で
は
な
い
。
そ
れ
を
求
め
る
原
点
は
経

済
学
部
に
あ
っ
た
の
で
は
、
と
ふ
と
思
う
。

　

卒
業
後
33
年
余
の
官
界
生
活
の
間
は
時
間

的
余
裕
も
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
の
20
年
余

の
今
日
ま
で
仕
事
の
一
環
と
し
て
、
事
の
本

質
を
で
き
る
だ
け
直
截
に
ま
と
め
る
こ
と
に

し
て
い
る
。
流
石
に
最
近
は
、
書
く
本
数
が

少
な
く
な
っ
た
が
、〝
一
日
一
題
、
ニ
ュ
ー
ス

の
本
質
〞
と
自
ら
題
し
て
、
書
い
て
い
る
。

役
所
時
代
は
、
右
顧
左
眄
せ
ず
、
事
の
本
質

を
直
線
的
に
掴
み
仕
事
し
て
き
た
つ
も
り
で

イ
ン
ド
国
交
省
（M

oRTH

）
は
、
我
々
の
手

法
を
今
後
の
イ
ン
ド
に
お
け
る
補
修
方
式
の

基
本
と
す
る
通
達
を
出
し
た
。
我
々
が
一
般

的
に
想
像
す
る
イ
ン
ド
と
は
違
う
イ
ン
ド
が

あ
る
。
既
存
勢
力
と
の
闘
い
は
ま
だ
ま
だ
続

く
が
、
可
能
性
は
開
け
た
。

　

我
が
国
が
嘗
て
享
受
し
た
成
長
の
基
本
条

件
は
人
口
減
を
始
め
か
な
り
失
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
を
備
え
る
の
が
イ
ン
ド
。
国
内
市

場
の
成
長
が
止
ま
れ
ば
、
市
場
内
の
勢
力
は

ど
う
し
て
も
保
守
化
す
る
。
既
得
権
益
に
し

が
み
付
こ
う
と
す
る
か
ら
だ
。
各
国
で
国
家

の
分
裂
が
顕
在
化
す
る
中
、
安
定
し
た
環
境

を
提
供
す
る
の
は
、
日
印
で
あ
る
こ
と
も
事

実
。
日
本
の
未
来
を
日
印
の
間
に
見
出
そ
う

と
す
る
今
日
で
も
あ
る
。

From graduates

経
済
学
部
の
影
、
今
も

昭
和
39
年
卒　
　

細
川　

恒

インド・バンガロール空港の広大な拡張予定地を背に筆者
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岡　

敏
弘

京
都
大
学
公
共
政
策
大
学
院
・
経
済
学
研
究
科　

教
授

【
担
当
講
義
科
目
】

公
共
政
策
大
学
院
：
公
共
政
策
論
Ｂ
、
経
済
政
策

【
抱
負
・
感
想
】

　

１
９
７
８
年
か
ら
１
９
８
８
年
ま
で
本
学
で
学
ん
だ

後
、
滋
賀
県
琵
琶
湖
研
究
所
と
福
井
県
立
大
学
に
長
く

勤
め
、
２
０
１
９
年
４
月
に
着
任
し
ま
し
た
。
琵
琶
湖

研
究
所
で
琵
琶
湖
へ
の
汚
濁
負
荷
削
減
政
策
の
費
用
便

益
分
析
を
や
る
必
要
か
ら
厚
生
経
済
学
の
理
論
的
基
礎

を
固
め
、
そ
れ
を
基
に
、
有
害
化
学
物
規
制
や
生
態
系

保
護
政
策
や
リ
サ
イ
ク
ル
政
策
の
評
価
、
製
品
の
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
評
価
手
法
、
地
球
温
暖
化
政
策
手
段
な
ど

の
分
野
で
研
究
し
て
き
ま
し
た
。
経
済
学
の
狭
い
手
法

が
通
用
し
な
い
場
合
に
ど
の
よ
う
な
論
理
で
も
の
を
言

う
か
を
追
求
し
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
公
共
政
策

大
学
院
の
学
生
が
何
を
欲
し
て
い
る
か
ま
だ
つ
か
め
ま

せ
ん
が
、
彼
ら
の
要
求
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
ま

す
。

岡
田　

知
弘

　

今
年
３
月
末
を
も
っ
て
、
29
年
間
働
い
た
京
都
大
学
を

定
年
退
職
し
ま
し
た
。
学
生
時
代
か
ら
通
算
す
る
と
41
年

間
、
京
大
で
過
ご
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
百
周
年
を
迎

え
る
経
済
学
部
の
歴
史
の
４
割
に
あ
た
る
と
思
う
と
感
無

量
で
す
。

　

こ
の
間
お
世
話
に
な
っ
た
、
恩
師
の
皆
さ
ん
、
学
部
・

大
学
院
時
代
の
友
人
た
ち
、
そ
し
て
同
僚
と
し
て
支
え
て

頂
い
た
教
職
員
の
皆
さ
ん
に
、
深
く
感
謝
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

京
大
で
は
、
幾
多
の
思
い
出
が
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り

３
０
０
人
近
く
の
学
生
ゼ
ミ
の
卒
業
生
や
、
１
０
０
人
に

及
ぶ
大
学
院
修
了
生
と
一
緒
に
学
べ
た
こ
と
が
最
も
大
き

な
財
産
で
す
。

　

４
月
か
ら
は
、
山
科
の
山
麓
に
あ
る
京
都
橘
大
学
で
働

き
は
じ
め
ま
し
た
。
併
せ
て
、『
京
都
大
学
経
済
学
部
百
年

史
』
編
纂
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

小
島　

專
孝

京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
・
経
済
学
部　

教
授

２
０
１
９
年
３
月
31
日　

退
職

稲
葉　

久
子

京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
・
経
済
学
部　

准
教
授

２
０
１
９
年
３
月
31
日　

退
職

Thank you very m
u
ch退　任

Welcome

新　任

૛
Յ
ƹ

ኲ
ʾ
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髙
梨　

誠
之

京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
・
経
済
学
部　

講
師

【
担
当
講
義
科
目
】

学　

部
：
外
国
文
献
研
究

大
学
院
：
意
思
決
定
論
２
、
ゲ
ー
ム
と
情
報
の
経
済
学

【
抱
負
・
感
想
】

　

学
部
時
代
は
理
学
部
数
学
科
に
所
属
し
、
そ
の
後
ゲ
ー

ム
理
論
に
興
味
を
持
ち
、
修
士
課
程
で
は
経
済
学
研
究
科

に
進
学
し
ま
し
た
。
博
士
号
を
取
っ
た
の
ち
、
九
州
大
学

に
１
年
間
勤
務
し
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
研
究
に
従
事
し
、

そ
の
後
、
本
学
に
赴
任
し
ま
し
た
。
現
在
は
人
々
の
非
伝

統
的
な
意
思
決
定
と
そ
の
ゲ
ー
ム
理
論
へ
の
応
用
に
興
味

が
あ
り
、
主
に
理
論
的
な
視
点
か
ら
の
研
究
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
九
州
大
学
に
就
職
す
る
ま
で
、
９
年
間
を
本
学

に
て
学
生
と
し
て
過
ご
し
た
こ
と
も
あ
り
、
土
地
と
し
て

は
見
知
っ
た
も
の
で
す
が
、
教
員
と
し
て
過
ご
す
の
は
初

め
て
の
経
験
で
あ
り
、
新
鮮
な
気
持
ち
で
教
壇
に
立
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
は
、
本
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
在
学
生
に

可
能
な
限
り
還
元
で
き
る
よ
う
、
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

五
十
川　

大
也

京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
・
経
済
学
部　

講
師

【
担
当
講
義
科
目
】

学　

部
：
産
業
組
織
論

大
学
院
：
応
用
ミ
ク
ロ
計
量
分
析
、
実
証
産
業
組
織
論

【
抱
負
・
感
想
】

　

２
０
１
９
年
４
月
に
着
任
し
ま
し
た
。
専
門
は
産
業
組

織
論
で
あ
り
、
主
に
ミ
ク
ロ
経
済
学
と
計
量
経
済
学
の

ツ
ー
ル
を
用
い
て
、
現
実
の
市
場
を
対
象
に
実
証
分
析
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
対
象
市
場
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
市
場
に
関
連
す
る
重
要
な
政
策
の
影
響

に
つ
い
て
定
量
的
な
評
価
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
近
年
は

特
に
日
本
の
電
力
市
場
や
医
療
機
器
市
場
に
関
心
が
あ
り

ま
す
。

　

本
学
へ
の
赴
任
前
は
、
東
京
大
学
で
学
位
を
取
得
し
た

後
、
同
大
学
の
公
共
政
策
大
学
院
で
講
師
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
学
生
時
代
も
含
め
て
長
い
間
東
京
で
過
ご
し
て
き

ま
し
た
の
で
、
新
し
い
場
所
で
の
研
究
と
教
育
を
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

ケ
ヴ
ヘ
イ
ッ
シ
ュ
ウ
ィ
リ　

ル
ー
ス
ダ
ン

（K
evkh

ish
vili R

u
su
d
an

）

京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
・
経
済
学
部　

講
師

【
担
当
講
義
科
目
】

学　

部
：
経
営
財
務
、
外
国
文
献
研
究
（
経
・
英
）
Ｂ

大
学
院
：
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
工
学
１
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

【
抱
負
・
感
想
】

　

２
０
１
０
年
４
月
に
京
都
大
学
経
済
学
部
に
入
学
し
て

か
ら
、
２
０
１
９
年
３
月
に
博
士
号
（
経
済
学
）
を
取
得

す
る
ま
で
に
、
９
年
間
京
都
大
学
の
学
生
で
し
た
。
専
門

は
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
工
学
で
す
。
主
に
、
確
率
過
程
を
使
っ

た
信
用
リ
ス
ク
分
析
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

理
論
的
研
究
と
実
証
分
析
両
方
に
関
心
が
あ
り
ま
す
。

　

教
育
者
と
し
て
は
、
学
生
が
理
論
的
基
礎
を
確
実
に
理

解
で
き
る
よ
う
に
授
業
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
学
生
の
デ
ー
タ
分
析
・
数
値
計
算
の
ス
キ
ル
を
伸

ば
す
こ
と
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
勉
強
の
過
程
で
は
、
学

生
か
ら
の
問
題
指
摘
と
質
問
が
不
可
欠
で
あ
り
、
学
生
の

自
律
性
を
育
て
る
こ
と
も
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
京
都
大
学
経
済
学
研
究
科
の
研
究
と
教

育
に
尽
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Retire & New teacher
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本
年
５
月
11
日
創
立
百
周
年
記
念
の
第
29

回
東
京
支
部
総
会
と
記
念
パ
ー
テ
ィ
が
学
士

会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
二
〇
〇
人
の
同
窓
生

と
創
立
百
周
年
を
お
祝
い
す
る
こ
と
が
で
き
、

誠
に
あ
り
が
た
く
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
前
年
の
支
部
総
会
か
ら

１
年
「
百
周
年
記
念
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の

冠
講
演
を
６
回
行
い
、
延
べ
約
六
〇
〇
人
の

参
加
を
得
た
。
目
的
は
若
手
の
同
窓
生
の
参

加
と
、
記
念
募
金
活
動
の
支
援
と
し
た
。
新

企
画
と
し
て
人
材
交
流
の
た
め
経
済
交
流
会

と
経
営
者
交
流
会
を
立
ち
上
げ
た
。
本
年
１

月
の
第
１
回
経
済
交
流
会
で
は
、
同
窓
の
池

尾
和
人
慶
大
教
授
、
齊
藤
誠
一
橋
大
教
授
、

太
田
聰
一
慶
大
教
授
を
パ
ネ
ラ
ー
、
加
藤
秀

樹
京
大
特
任
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
、「
日
本
経
済
の
将
来
」
に
つ
い
て
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
。
一
五
〇
人
余
の
産
官

学
の
人
材
交
流
を
行
い
、
大
成
功
で
あ
っ
た
。

更
に
来
る
９
月
３
日
の
第
１
回
経
営
者
交
流

会
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
と
経
済
界
の

交
流
の
場
を
、
京
大
東
京
オ
フ
ィ
ス
に
設
け

る
予
定
で
あ
る
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
一
環
と
し

て
、
従
来
の
経
済
懇
話
会
は
昨
年
７
月
岩
本

康
志
東
大
教
授
に
、
11
月
は
江
上
雅
彦
研
究

科
長
に
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。
経
営
研
究
会

は
昨
年
９
月
櫻
野
泰
則
熊
谷
組
社
長
に
、
本

年
３
月
渡
部
恒
郎
日
本
Ｍ
＆
Ａ
セ
ン
タ
ー
執

行
役
員
に
講
話
を
御
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
恩

師
の
若
林
靖
永
教
授
も
応
援
に
駆
け
つ
け
て

た
だ
き
記
憶
に
残
る
記
念
講

演
と
な
っ
た
。
支
部
総
会
で

は
宇
野
輝
支
部
長
の
開
会
挨

拶
、
江
上
雅
彦
理
事
長
の
挨

拶
と
来
臨
の
17
名
の
先
生
方

の
紹
介
が
あ
っ
た
。
相
亰
重

信
副
支
部
長
の
決
算
報
告
等

の
案
件
は
承
認
さ
れ
た
。
記
念
撮
影
後
の
記

念
パ
ー
テ
ィ
は
徳
賀
芳
弘
副
学
長
の
挨
拶
で

始
ま
り
、
和
田
紀
夫
名
誉
会
長
の
鏡
開
き
で

頂
き
盛
会
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、「
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
メ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
の
支
部
総
会
で
あ
る
が
、
記
念
の

基
調
講
演
は
松
本
紘
理
化
学
研
究
所
の
理
事

長
（
前
総
長
）
に
、
科
学
立
国
を
目
指
す
今

後
の
日
本
に
つ
い
て
講
演
を
御
願
い
し
た
と

こ
ろ
、「
科
学
技
術
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と

題
し
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
資
料
70
枚
で
、
わ

が
国
の
科
学
技
術
の
百
年
の
歴
史
と
未
来
の

あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
、
明
確
に
示
し
て
い

乾
杯
し
盛
り
上
が
っ
た
。

　

な
お
、
今
回
の
支
部
総
会
で
の
試
み
と
し

て
、
現
役
教
授
の
ご
協
力
を
得
て
、
平
成
卒
の

各 支部から の 便り

 　 会計報告書 　 

東

京
TOKYO

支 部

2019年5月11日
百周年記念支部総会
松本紘理事長記念講演

相亰重信副支部長による
総務報告

和田紀夫名誉会長による乾杯と鏡開き

宇野輝支部長開会の挨拶

江上雅彦研究科長より
来臨の先生方紹介

KYOTO UNIVERSITY　14



Letters from branches

皆
さ
ん
に
参
加
し
て
頂
く
た
め
に
、
ゼ
ミ
会

を
パ
ー
テ
ィ
と
同
時
に
開
催
す
る
こ
と
と
し

た
。
一
次
会
中
締
め
後
、
ゼ
ミ
ご
と
の
テ
ー

ブ
ル
に
模
様
替
え
し
二
次
会
形
式
と
し
た
。

老
青
入
り
混
じ
る
ゼ
ミ
会
と
な
っ
た
が
、
次

に
つ
な
が
る
令
和
・
平
成
・
昭
和
三
代
の
人

材
交
流
の
場
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

2019年1月26日　
第１回経済交流会パネルディスカッション

2019年3月6日　経営研究会
若林靖永教授のゼミ生渡部恒郎氏による講演

2019年5月11日　於：学士会館

2019年5月11日　於：学士会館琵琶湖周航の歌合唱

椙山泰生教授ゼミ生集合
二次会（ゼミ会）若林直樹副研究科長
による先生方の乾杯
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2018年12月14日　於：大阪ガスビル（グループ②）

 　 会計報告書 　 

武石教授のご講演

　

平
成
30
年
度
の
近
畿
支
部
の
総
会
・
講
演

会
・
懇
親
会
が
、
平
成
30
年
12
月
14
日
（
金
）

に
大
阪
ガ
ス
本
社
ガ
ス
ビ
ル
に
お
い
て
江
上

雅
彦
学
部
長
を
始
め
大
学
か
ら
の
多
彩
な
ゲ

ス
ト
も
含
め
、
総
勢
１
０
０
人
の
参
加
の
も

と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 　

総
会
は
、
槌
野
吉
郎
支
部
長
の
挨
拶
、
今

年
度
の
支
部
活
動
報
告
と
会
計
報
告
が
さ
れ

た
後
、
江
上
本
部
理
事
長
（
学
部
長
）
の
来

賓
挨
拶
、
田
中
本
部
常
務
理
事
（
教
授
）
の

本
部
活
動
報
告
、
田
中
大
学
総
務
部
卒
業
生

係
長
の
同
窓
会
活
動
紹
介
・
会
員
勧
誘
が
あ

り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究

科
の
武
石
彰
教
授
に
よ
り
、「
経
営
学
は
（
ど

の
よ
う
に
）
役
に
立
つ
の
か
」
の
テ
ー
マ
で

御
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
経
営
学
を
学

べ
ば
よ
い
経
営
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
、

し
か
し
先
人
の
足
跡
を
学
ぶ
意
義
は
大
き
い

な
ど
、
経
営
学
と
い
う
学
問
を
根
底
か
ら
問

い
直
す
内
容
の
講
義
で
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
ガ
ス
ビ
ル
食
堂
に
会
場
を

移
し
、
槌
野
支
部
長
の
挨
拶
、
池
上
惇
名
誉

教
授
の
発
声
を
皮
切
り
に
、
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
５
年
〜
10
年
ご
と
の
卒
業
年
度
毎
に

テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
い
ま
し
た
が
、
現
在
の

仕
事
や
ゼ
ミ
の
先
生
の
思
い
出
話
な
ど
座
が

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
い
つ
の
間
に
か
卒
業

年
度
を
超
え
て
歓
談
の
輪
が
広
が
り
、
同
窓

の
絆
を
深
め
ま
し
た
。
途
中
、
豊
来
家
幸
輝

さ
ん
に
よ
る
傘
回
し
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
が
あ
り
、
多
く
の
人
が
暫
し
懇
談
を
休
止

し
素
晴
ら
し
い
太
神
楽
曲
芸
に
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。
恒
例
の
抽
選
会
の
後
、「
琵
琶
湖
周

航
歌
」
を
全
員
で
合
唱
し
ま
し
た
。
小
塚
修

一
郎
同
窓
会
会
長
に
よ
る
閉
会
挨
拶
の
後
、

全
員
で
記
念
撮
影
を
し
、
来
年
の
再
会
を
誓

い
つ
つ
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
31
年
４
月
19
日
（
金
）
に

は
、
今
回
で
４
回
目
と
な
る
近
畿
支
部
主
催

の
公
開
講
演
会
が
同
窓
生
だ
け
で
な
く
一
般

の
方
々
も
含
め
約
80
名
の
聴
衆
を
集
め
て
大

阪
ガ
ス
御
堂
筋
東
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

槌
野
支
部
長
か
ら
本
年
が
経
済
学
部
創
立
１

０
０
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
あ
る
こ
と
、

2018年12月14日　於：大阪ガスビル（グループ①）

近

畿
KINKI

支 部
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Letters from branches

本山名誉教授のご講演

ま
た
記
念
事
業
基
金
へ
の
協
力
依
頼
な
ど
挨

拶
を
さ
れ
た
後
、
講
演
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
回
の
ス
ピ
ー
カ
ー
は
本
山
美
彦
京
都
大
学

名
誉
教
授
で
、「
近
代
の
知
性
が
Ａ
Ｉ
に
託
し

た
夢
―
不
毛
な
論
議
に
陥
ら
な
い
た
め
に
」

を
テ
ー
マ
に
、
単
な
る
技
術
論
で
は
な
く
英

国
の
ア
ラ
ン
・
チ
ュ
ー
リ
ン
グ
や
チ
ャ
ー
ル

ズ
・
バ
ベ
ッ
ジ
な
ど
近
代
の
偉
大
な
知
性
達

の
Ａ
Ｉ
へ
の
夢
、
Ａ
Ｉ
が
人
の
知
性
を
豊
か

な
も
の
に
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
な
ど
を
中
心
に
論
じ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
講
演
終
了
後
の
質
疑
応
答
で
も
多
く
の

出
席
者
が
質
問
し
、
時
間
を
超
過
し
て
本
山

先
生
と
熱
い
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

・近畿支部総会のご案内
・メール化についてのお知らせ！
　 支部総会について 　

　恒例の近畿支部・総会を開催致します。多くの方々にご参加賜りますよう、ご案内申し上げます。

　なお、今年から総会等のご案内は京都大学全学同窓会のKUONを使うことによりメール化を推進していきます。本年は経
過措置として、メール登録のない方には郵送と致します。次回以降は、同窓会報への掲載と、メールによる案内に
させていただきます。
　つきましてはメールアドレスの登録、およびメールアドレス変更の際は変更登録をよろしくお願い申し上げます。

　日時：令和元年12月13日（金）17：30～20：30　　場所：大阪ガス本社ビル
●   詳細は下記の期間にメール（又は郵送）にてお知らせします。

　 経　緯 　

　経済学部同窓会の経費削減のため、開催通知を郵送からメールに変更したいと考えております。何卒ご理解、ご協力を

お願いいたします。（近畿支部会員約4500名へのご案内をメール化しますと、年間約50万円の費用削減になります）

　今後は、毎年同窓会報にて近畿支部総会の日時をご案内いたします。

　 お願い 　

●   メールアドレスを同窓会に登録済の方には10月28日～11月５日の間にメールにてご案内いたします。

　ご出席の連絡をご案内メールに記載の返信用専用アドレスに必要事項をご記入のうえ、ご返信お願いいたします。
●     同窓会事務局にメールアドレスを未登録の方、あるいは、上記期間にメールが届かなかった場合は、

　dosokai＠econ.kyoto-u.ac.jp　までメール送信をお願いいたします。
●     10月28日時点で、メールアドレスを未登録の方は、今回の開催案内を（今までどおり）郵送いたします。ただし、

次回（2020年）開催分からは、すべてメールによるご案内とし、郵送は致しませんので、メールアドレスのご登録を

お願いいたします。

●   メールをお使いにならない方は、2020年以降、同窓会報で支部総会の日時をご確認いただき、出席のご連絡をFAXも

しくは官製ハガキでご郵送ください。（FAX番号等は来年の会報でお伝えします）

　 ご注意 　

●  ご案内のメールは　no-reply＠kyoto-u.ac.jp　から配信されます。迷惑メールに入らないように、お手続きをお
願いいたします。
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北
海
道
HOKKAIDO

支 部

　

北
海
道
支
部
で
は
、
澤
田
支
部
長
か
ら
の

懇
親
会
の
前
に
ぜ
ひ
講
話
を
と
の
強
い
要

望
に
も
と
づ
き
２
０
１
６
年
11
月
に
北
海
道

大
学
大
学
院
経
済
研
究
科
教
授
の
町
野
和
夫

（
経
済
学
部
昭
和
55
卒
）
さ
ん
に
「
多
様
な
豊

か
さ
と
経
済
合
理
性
」
を
テ
ー
マ
に
、
２
０

１
８
年
７
月
に
文
学
部
出
身
（
昭
和
50
卒
）

の
安
酸
敏
眞
（
や
す
か
た
と
し
ま
さ
北
海
学

園
大
学
学
長
）
さ
ん
に
「
現
代
大
学
論
」
を

テ
ー
マ
に
、
そ
し
て
経
済
学
部
１
０
０
周
年

を
記
念
し
て
、
今
年
６
月
に
は
経
済
学
部
同

窓
会
本
部
の
ご
支
援
の
も
と
、
講
師
と
し
て

渡
邊
純
子
教
授
（
京
都
大
学
大
学
院
経
済
学

研
究
科
教
授
）
を
お
迎
え
し
、「
産
業
再
生

政
策
を
め
ぐ
る
政
財
界
史
」
と
題
し
て
、
現

　

北
海
道
支
部
で

は
、
同
窓
会
本
部

と
の
同
窓
生
の
名

簿
の
照
合
や
発
送

ラ
ベ
ル
の
ご
支
援

な
ど
を
頂
き
な
が

ら
、
参
加
者
は
少
人
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、

北
海
道
支
部
の
灯
を
消
さ
な
い
よ
う
に
活
動

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
参
加
者
は
澤
田
（
昭
和
30

卒
、
以
下
卒
業
年
次
）、
松
田
（
昭
和
33
）、

成
田
（
昭
和
42
）、
金
子
（
昭
和
52
）、
酒
井

（
昭
和
52
）、
杉
本
（
昭
和
62
）、
韓
（
平
成

11
）、
長
谷
川
（
平
成
16
）。

在
ま
で
渡
邊
教
授
が
取
り
組
ん
で
き
た
テ
ー

マ
や
今
後
取
り
組
も
う
と
さ
れ
て
い
る
テ
ー

マ
に
つ
い
て
講
話
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

経
済
学
部
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
に
つ

い
て
や
、
ご
自
身
が
「
百
年
史
編
纂
委
員
会

委
員
長
」
を
担
当
さ
れ
て
い
る
と
の
説
明
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
懇
親
会
と
食
事
で
し
た
が
、
食

事
を
し
な
が
ら
次
々
と
渡
邊
教
授
へ
の
質
問

が
行
わ
れ
、
そ
の
質
疑
応
答
は
、
我
が
経
済

学
部
同
窓
会
で
な
け
れ
ば
行
わ
れ
な
い
よ
う

な
社
会
を
経
済
学
の
側
面
か
ら
見
た
場
合
の

質
疑
応
答
内
容
で
、
中
に
は
厳
し
い
質
問
も

あ
り
な
が
ら
、
渡
邊
教
授
に
は
丁
寧
な
対
応

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
北
海
道

支
部
同
窓
会
に
ご
出
席
頂
き
、
参
加
者
も
大

変
満
足
し
、
楽
し
ん
で
頂
い
た
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。
渡
邊
教
授
並
び
に
同
窓
会
本
部

の
皆
様
に
は
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

　

最
後
に
札
幌
で
は
毎
年
８
月
に
関
西
六
大

学
（
実
際
に
は
七
大
学
（
関
関
同
立
京
神

近
））
Ｏ
Ｂ
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
全
学
部
Ｏ
Ｂ
の
も
の
で
す

が
、
経
済
学
部
Ｏ
Ｂ
の
金
子
（
昭
和
52
卒
）

さ
ん
が
キ
ャ
プ
テ
ン
を
し
て
い
ま
す
。
同
窓

生
の
皆
様
で
、
も
し
北
海
道
へ
転
勤
さ
れ
ゴ

ル
フ
に
関
心
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
北
海
道
支

部
へ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
月
１
回
の
練
習
会

も
あ
り
、
神
戸
大
学
や
東
大
と
の
対
抗
戦
も

行
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
支
部　

酒
井
純
（
昭
和
52
卒
）

連
絡
先
０
１
１
（
２
７
１
）
６
４
７
７

 　 会計報告書 　 

2019年6月28日　於：札幌グランドホテル　
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Letters from branches

名
古
屋
NAGOYA

支 部

○
総
会
・
講
演
会
・

懇
親
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
‼

　

平
成
31
年
３
月
12
日（
火
）、

平
成
30
年
度
の
名
古
屋
支
部

の
総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会

が
名
古
屋
国
際
ホ
テ
ル
に
て
、

約
40
名
の
出
席
の
も
と
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
西
村
支
部
長
の

ご
挨
拶
の
後
、
伊
藤
理
事
よ

り
、
新
理
事
１
名
が
紹
介
さ

れ
た
他
、
今
年
度
の
支
部
活

動
報
告
と
会
計
報
告
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
講
演
会
は
、
京
都

大
学
経
済
学
研
究
科
・
経
済

学
部
の
山
内
裕
准
教
授
よ
り
、

「
闘
争
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
：

文
化
の
視
座
か
ら
」
の
テ
ー

マ
で
、
寿
司
店
で
の
店
主
と

お
客
と
の
会
話
の
分
析
結
果

か
ら
「
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る

お
客
の
満
足
と
は
何
か
」
に

つ
い
て
説
明
を
頂
き
、
新
た

な
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
、
冒
頭
全
員
の
記

念
撮
影
の
後
、
西
村
支
部
長
の

ご
挨
拶
、
私
室
賀
の
発
声
を
皮

切
り
に
、
愛
知
県
立
芸
術
大
学

音
楽
学
部
同
窓
会
の
華
麗
な
弦

楽
四
重
奏
の
も
と
、
歓
談
の
輪

が
広
が
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
ト
ヨ
タ
自
動

車
株
式
会
社
の
近
藤
治
郎
様
、

本
田
亨
様
よ
り
、
最
近
の
ト
ヨ

タ
自
動
車
株
式
会
社
で
の
車
両

開
発
や
サ
ー
ビ
ス
の
考
え
方
に

つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
昨
年
に
引
続
き

同
窓
会
事
務
局
の
田
村
利
恵
様

に
最
近
の
大
学
の
近
況
を
ご
紹

介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
報
告

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
琵
琶
湖
周
航
の
歌
、
紅
萌
ゆ
る

を
全
員
で
合
唱
し
て
、
磯
村
副
支
部
長
に
よ

る
中
締
め
の
後
、
再
会
を
誓
い
つ
つ
、
盛
会

の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

○
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
‼

　

名
古
屋
支
部
の
会
員
は
、京
都
大
学
経
済
学

部
同
窓
会
会
員
の
皆
様
の
う
ち
、
愛
知
県
・

岐
阜
県
・
三
重
県
に
居
住
さ
れ
て
い
る
か
、

勤
務
さ
れ
て
い
る
方
々
が
会
員
で
す
。
転
勤

等
で
、
上
記
３
県
に
転
入
さ
れ
た
方
で
、
同

窓
会
事
務
局
に
住
所
変
更
等
の
手
続
き
が
未

済
の
方
は
、
ぜ
ひ
「
京
都
大
学
経
済
学
部
同

窓
会
」
の
Ｈ
Ｐ
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

室
賀
博
幸  （
昭
和
47
年
卒
）

 　 会計報告書 　 

西村支部長のご挨拶 2019年3月12日　於：名古屋国際ホテル
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神

戸
KOBE

同 好

ク ブラ

　

同
窓
会
は
当
初
２
０
１
８
年
７
月
６
日

に
予
定
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
大
雨
警

報
が
発
令
さ
れ
た
た
め
に
急
遽
延
期
、
８

月
30
日
に
、
18
名
が
参
加
し
て
西
村
屋
ダ

イ
ニ
ン
グ
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

最
初
の
30
分
は
、「
進
化

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営̶

マ
ル
チ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
か
ら

ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
へ
」

と
題
し
て
昭
和
46
年
卒
の

牧
野
信
夫
（
マ
ッ
キ
ー 

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
代
表

取
締
役
、
関
西
大
学
社
会

人
学
び
直
し
大
学
院
講
師
）

さ
ん
に
講
演
を
し
て
い
た

だ
い
た
。

　

主
旨
は
「
世
界
経
済
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に

よ
り
、
企
業
が
成
長
、
発

展
し
続
け
る
た
め
に
は
グ

ロ
ー
バ
ル
経
営
が
必
須
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
従
来
か

ら
国
際
化
の
方
法
と
し
て

と
ら
れ
て
き
た
本
国
外
の

各
国
に
子
会
社
を
増
や
す

マ
ル
チ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
経
営

（
多
国
籍
企
業
経
営
）
は
、

世
界
中
の
事
業
機
能
を
単

一
企
業
の
様
に
活
用
す
る

ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
企

業
経
営
（
超
国
籍
企
業
経

営
）
に
対
し
て
競
争
力
を

失
い
つ
つ
あ
る
。」「
マ
ル

法
人
を
利
益
単
位
と
し

て
規
模
を
拡
大
す
る
方

式
で
あ
る
。
企
業
は
国

境
を
超
え
る
と
言
わ
れ

る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま

で
国
境
の
し
が
ら
み
を

脱
し
て
お
ら
ず
、
規
模

の
経
済
性
を
享
受
で
き

な
い
。
一
方
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
経

営
は
事
業
毎
に
世
界
を
一
つ
の
国
の
よ
う

に
扱
い
、
国
境
を
超
え
て
、
規
模
、
情
報

の
経
済
性
を
活
用
す
る
方
式
で
あ
る
。」

　

本
同
窓
会
会
長
の
本
山
美
彦
京
都
大
学

名
誉
教
授
が
開
会
の
挨
拶
。
大
学
か
ら
は

神
戸
在
住
の
島
本
哲
朗
教
授
に
昨
年
に
引

き
続
い
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
大
学
の

動
き
を
説
明
頂
い
た
。
そ
の
後
、
参
加
者

全
員
の
近
況
報
告
に
移
っ
た
。
神
戸
商
工

会
議
所
会
頭
を
さ
れ
て
い
る
昭
和
48
年
卒

チ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
経
営
と
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ

ナ
ル
経
営
の
主
要
な
違
い
を
一
言
で
言
え

ば
、
マ
ル
チ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
経
営
は
親
会
社

の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
を
外
国
に
作
り
、
各
国
の

業
の
家
次
亘
（
シ
ス
メ
ッ
ク
ス
（
株
）
代

表
取
締
役
会
長
兼
社
長
）
さ
ん
は
今
回
も

超
多
忙
の
な
か
、
参
加
さ
れ
た
。
参
加
者

の
最
年
長
は
昨
年
同
様
、
昭
和
32
年
卒
、

国
際
経
済
研
究
所
会
長
の
板
東
慧
さ
ん
、

最
年
少
は
平
成
13
年
卒
の
河
合
良
昭
さ
ん

で
し
た
。
神
戸
地
区
同
窓
会
は
近
畿
支
部

が
設
立
さ
れ
た
後
も
毎
年
開
催
さ
れ
、
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
で
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲

気
の
中
で
、
卒
業
年
次
を
越
え
て
懇
親
を

深
め
て
い
ま
す
。

2018年8月30日　於：西村屋ダイニング

 　 会計報告書 　 
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Letters from branches

愛

媛
EHIME

支 部

　

愛
媛
支
部
で
は
平
成
30
年
９
月
８
日
（
土
）

に
、
毎
年
恒
例
の
会
（
総
会
及
び
懇
親
会
）

を
伊
予
銀
行
松
山
保
養
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

尚
、
参
加
者
に
は
高
年
齢
者
が
多
い
た
め
、

今
回
か
ら
は
膝
に
負
担
の
か
か
ら
な
い
よ
う

に
、
畳
の
和
室
か
ら
椅
子
の
洋
間
と
し
ま
し

た
。

○
総
会
・
懇
親
会

　

愛
媛
支
部
に
は
約
30
名
の
同
窓
生
が
お
り

ま
す
。今
回
の
出
席
は
13
名
と
少
な
か
っ
た
も

の
の
、
京
都
大
学
経
済
学
部
よ
り
依
田
高
典

教
授
と
事
務
局
の
田
村
利
恵
さ
ん
に
加
わ
っ

て
い
た
だ
き
、
賑
や
か
で
、
和
気
あ
い
あ
い

の
会
合
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
の
冒
頭
、
支
部
長
の
村
田
武
氏
（
昭

和
41
年
卒
、
愛
媛
大
学
）
か
ら
開
会
挨
拶
の

ほ
か
、
本
会
の
継
続
や
活
性
化
な
ど
が
提
言

さ
れ
ま
し
た
。

　

京
都
大
学
の
依
田
教
授
か
ら
は
、
最
近
の

大
学
・
大
学
院
の
動
向
な
ど
を
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
の
同
窓
生
の
多
く
は

巣
立
っ
て
か
ら
何
十
年
も
た
っ
て
お
り
、
当

時
と
は
様
変
わ
り
し
て
お
り
、
皆
さ
ん
、
改

め
て
感
慨
深
そ
う
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

次
に
、同
窓
生
の
松
山
大
学
の
鈴
木
茂
教
授

か
ら
、
愛
媛

の
特
色
あ
る

地
場
産
業
で

あ
る
紙
産
業

に
つ
い
て
卓

話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し

　

続
い
て
懇
親
会
に
移
り
、
参
加
者
は
そ
れ

ぞ
れ
近
況
や
学
生
時
代
の
思
い
出
な
ど
を
語

り
合
い
、
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。
事
務
局
の

田
村
さ
ん
に
は
、
紅
一
点
と
し
て
、
こ
の
場

を
華
や
か
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
村
田
支
部
長
や
ゲ
ス
ト
の
依
田
教

授
を
囲
ん
で
記
念
写
真
を
撮
り
、
来
年
の
再

会
を
誓
っ
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

○
メ
ン
バ
ー

　

上
述
し
た
よ
う
に
、
愛
媛
支
部
の
同
窓
生

は
約
30
名
で
す
が
、
例
年
、
参
加
者
は
10
数

名
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
参
加
者
に
は

高
年
齢
者
が
多
く
、
年
々
、
先
細
り
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
今
後
、
同
窓
生
へ
の
積
極
的
な

働
き
か
け
と
と
も
に
、
同
窓
会
本
部
・
他
支

部
と
の
連
携
を
図
っ
て
同
窓
生
の
掘
り
起
こ

し
、
参
加
者
増
加
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

た
。
鈴
木
教
授
は
、
紙
の
産
地
の
四
国
中
央

紙
産
業
振
興
協
議
会
の
紙
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
委
員
会
の
委
員
長
を
さ
れ
て
い
る
だ

け
に
、
と
て
も
興
味
深
い
お
話
し
と
な
り
ま

し
た
。

○
連
絡
先

　

現
在
、
愛
媛
県
に
在
住
の
皆
さ
ま
、
ま
た

転
居
等
で
今
後
ご
来
県
の
皆
さ
ま
は
、
是
非

と
も
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
、
愛
媛
支
部
同
窓

会
の
総
会
・
懇
親
会
へ
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

愛
媛
支
部
連
絡
先

梶
原
正
秀
（
昭
和
50
年
卒
、
元
伊
予
銀
行
）

R

〒
７
９
１-

８
０
８
４

愛
媛
県
松
山
市
石
風
呂
町
３
５
５

R

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
８
９
（
９
５
２
）
４
８
５
７

R

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kajiw
ara.m

asahide
@
m
aroon.plala.

or.jp

 　 会計報告書 　 

2018年9月8日　於：伊予銀行松山保養所

村田支部長
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九
州

　
北
部

NORTH
KYUSHU

支 部

○
会
員
数

　

２
０
０
名
程
度

　

地
元
企
業
・
地
方
自
治
体
等
へ
の
就
職
者

を
中
心
に
、
東
京
・
大
阪
に
本
社
を
置
く
企

業
の
九
州
北
部
地
区
勤
務
者
等
に
よ
り
構
成
。

○
活
動
状
況
〔
総
会
・
懇
親
会
〕

　

例
年
５
月
に
年
１
回
の
総
会
・
懇
親
会
を

開
催
。
今
回
は
第
１
水
曜
日
で
あ
る
５
月
８

日
に
開
催
、
22
名
の
同
窓
生
に
参
加
い
た
だ

の
懇
親
会
の
開
催
や
、
同
窓
会
本
部
・
他
支

部
と
の
連
携
等
を
図
り
、
同
窓
生
の
掘
り
起

こ
し
、
お
よ
び
総
会
・
懇
親
会
へ
の
新
規
参

加
者
増
に
努
め
て
い
き
た
い
。

○
そ
の
他

　

同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

九
州
へ
の
就
職
、
赴
任
、
転
居
等
の
機
会
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非
ご
連
絡
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

 

寺
嶋
知
憲
（
平
成
20
年
卒
）

い
た
。（
於　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
博

多
）

　

総
会
で
は
、
藤
永
憲
一
支
部
長
（
昭
和
48

年
卒
）
に
よ
る
開
会
挨
拶
の
後
、
来
賓
と
し

て
お
越
し
い
た
だ
い
た
経
済
学
研
究
科
の
藤

井
秀
樹
教
授
か
ら
、
大
学
・
大
学

院
の
近
況
な
ど
に
つ
い
て
、
お
話

を
い
た
だ
い
た
。

　

山
本
一
清
氏
（
昭
和
45
年
卒
）

に
よ
る
乾
杯
の
後
、
恒
例
行
事
で

あ
る
参
加
者
か
ら
の
近
況
報
告
が

行
わ
れ
、
一
人
ひ
と
り
が
、
仕
事

や
私
生
活
で
の
出
来
事
、
学
生
時

代
の
思
い
出
や
京
都
へ
の
思
い
な

ど
を
報
告
し
あ
い
、
懇
親
を
深
め

た
。
最
後
に
、
岡
田
哲
也
氏
（
昭

和
36
年
卒
）
に
よ
る
万
歳
三
唱
と

記
念
撮
影
を
行
い
、
今
回
の
懇
親

会
を
終
え
た
。

　

今
回
の
総
会
・
懇
親
会
に
は
、

初
参
加
の
同
窓
生
も
２
名
出
席
さ

れ
、
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
い

た
。

　

来
年
以
降
も
、
今
ま
で
の
繋
が

り
は
も
と
よ
り
、
こ
の
新
た
な
繋

が
り
が
輪
と
な
り
、
ま
す
ま
す
会

が
盛
り
上
が
る
よ
う
、
総
会
以
外

九
州
北
部
支
部
連
絡
先

九
州
電
力
株
式
会
社 

火
力
発
電
本
部

域
外
電
源
開
発
室 

事
業
開
発
グ
ル
ー
プ　

寺
嶋
知
憲

R

〒
８
１
０-

８
７
２
０　

福
岡
市
中
央
区
渡
辺
通
２
丁
目
１
番
82
号

R

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
９
２
（
７
６
１
）
３
０
３
１

R

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

Tom
onori_Terashim

a@
kyuden.co.jp

 　 会計報告書 　 

2019年5月8日　於：ホテルニューオータニ博多

藤永支部長のご挨拶
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Letters from branches

九
州

　
南
部

SOUTH
KYUSHU

支 部

　

第
23
回
九
州
南
部
支
部
総
会
は
令
和
元

年
7
月
6
日
（
土
）、
宮
崎
市
の
ホ
テ
ル
メ

リ
ー
ジ
ュ
で
開
催
さ
れ
た
。
直
前
の
九
州

南
部
大
雨
に
よ
り
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、

18
名
の
会
員
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

○
総
会

　

総
会
で
は
、
丸
元
貞
夫
理
事
（
昭
和
38

年
卒
）
に
よ
る
挨
拶
の
後
、
役
員
や
会
計

な
ど
支
部
運
営
に
関
す
る
事
項
の
確
認
な

ら
び
に
報
告
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
引
き
続

き
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
・
特
任
教
授

（
京
都
橘
大
学
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
教
授
）

の
岡
田
知
弘
氏
か
ら
京
都
大
学
経
済
学
部

の
現
況
に
つ
い
て
、
ま
た
同
窓
会
事
務
局

の
田
村
利
恵
氏
か
ら
同
窓
会
の
近
況
な
ど

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
て
い
た
だ
い

た
。

○
講
話

　

岡
田
知
弘
氏
よ
り
「
京
都
大
学
経
済
学

部
百
周
年　

歴
史
秘
話
」
と
題
し
て
ご
講

話
い
た
だ
い
た
。
１
８
９
９
年
の
京
都
帝

国
大
学
法
科
大
学
設
立
と
と
も
に
早
く
も

経
済
学
関
連
講
座
が
開
設
さ
れ
、
田
島
錦

治
、
戸
田
海
市
、
神
戸
正
雄
、
河
上
肇

な
ど
の
若
手
教
官
が
着
任
し
た
草
創
期
、

１
９
１
５
年
7
月
に
創
刊
さ
れ
た
『
経
済
論

叢
』
が
大
人
気
を
博
し
た
り
、
１
９
１
９

年
に
は
法
学
部
か
ら
経
済
学
部
が
分
離
独

立
し
て
経
済
学
会
が
発
足
し
た
り
す
る

な
ど
「
経
済
学
の
新
し
い
メ
ッ
カ
」
と

し
て
教
育
・
研
究
活
動
に
大
き
な
発
展

が
見
ら
れ
た
隆
盛
期
、
河
上
肇
の
「
辞

職
声
明
」（
１
９
２
８
年
）
や
文
部
省
に

よ
る
思
想
統
制
の
強
化
が
行
わ
れ
た
暗

転
期
、
戦
時
体
制
下
に
お
け
る
経
済
学

部
の
拡
充
と
戦
争
協
力
期
、
そ
し
て
河

上
肇
の
死
を
き
っ
か
け
と
し
た
経
済
学
部

「
総
退
陣
」
と
教
官
協
議
会
誕
生
の
戦
後

等
々
、
圧
倒
的
な
実
証
性
の
も
と
当
時
の

社
会
情
勢
ま
で
含
め
て
わ
か
り
や
す
く

お
話
を
し
て
い
た
だ
き
、
会
員
一
同
も
、

貴
重
な
講
話
内
容
を
一
言
も
聞
き
漏
ら

す
ま
い
と
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

○
懇
親
会

　

懇
親
会
は
、
海
江
田
順
三
郎
氏
（
昭

和
28
年
卒
）
の
挨
拶
の
後
、
経
済
学
部

１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
、
ひ
む
か
オ
ペ
ラ

の
会
の
後
藤
紀
子
氏
な
ら
び
に
柳
田
啓
志
氏

に
よ
る
「
乾
杯
の
歌
」
で
開
宴
。
例
年
以
上

に
優
雅
で
華
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
出
席
者

そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
報
告
や
学
生
時
代
の
思
い

出
話
、
今
後
の
展
望
な
ど
、
酒
盃
を
交
わ
し

な
が
ら
歓
談
に
花
を
咲
か
せ
た
。
今
回
、
村

上
幸
大
郎
氏
（
平
成
19
年
文
学
部
卒
）
が
初

参
加
さ
れ
た
他
、
元
宮
崎
市
長
の
津
村
重
光

氏
（
法
学
部
卒
）
も
出
席
さ
れ
、
大
い
に
会

を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
。
終
了
間
際
に

は
全
員
で
「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」
を
合
唱
し
、

次
年
度
の
再
会
を
誓
い
合
い
な
が
ら
盛
会
の

う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。
な
お
、
今
回
の
総
会

を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
宮
崎
県
理
事
の
宮

本
智
司
氏
（
昭
和
54
年
卒
）、
岡
野
徹
氏
（
昭

和
38
年
卒
）、
村
上
秀
幸
氏
（
平
成
5
年
卒
）、

阪
本
博
志
氏
（
平
成
10
年
文
学
部
卒
）
の
各

氏
に
は
多
大
な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま

し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

九
州
南
部
支
部　

菊
地
裕
幸
（
平
成
7
年
卒
）

 　 会計報告書 　 

2019年7月6日　於：ホテルメリージュ

岡田知弘特任教授の
ご講演
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平
成
30
年
10
月
13
日
（
土
）
京
都
大
学
百

周
年
時
計
台
記
念
館
国
際
交
流
ホ
ー
ル
に
て
、

平
成
30
年
度
同
窓
会
理
事
会
・
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

理
事
会
に
は
小
塚
修
一
郎
会
長
、
宇
野
輝

副
会
長
（
東
京
支
部
長
）、
槌
野
吉
郎
副
会
長

（
近
畿
支
部
長
）、
合
田
隆
年
理
事
（
東
京
）、

岡
野
徹
理
事
（
東
京
）、
田
中
義
雄
理
事
（
近

畿
）、
柿
本
壽
明
理
事
（
東
京
）、
河
合
司
二
理

事
（
近
畿
）、
河
毛
正
志
理
事
（
東
京
）、
近

藤
勝
重
理
事
（
東
京
）、
野
尻
賢
司
理
事
（
近

畿
）、
古
川
博
理
事
（
近
畿
）、
相
亰
重
信
理
事

（
東
京
）、
麻
生
純
理
事
（
近
畿
）、
室
賀
博
幸

理
事
（
名
古
屋
）、
梶
原
正
秀
理
事
（
愛
媛
）、

磯
村
辰
生
理
事
（
名
古
屋
）、
中
井
敏
宏
理
事

（
近
畿
）、
宮
本
智
司
理
事
（
九
州
南
部
）、
髙

塚
達
彦
理
事
（
名
古
屋
）
と
経
済
学
部
教
員

９
名
の
計
29
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
理
事
会

は
小
塚
会
長
、
江
上
理
事
長
の
挨
拶
で
始
ま

り
、「
平
成
29

年
度
事
業
報

告
及
び
決
算
」

と「
会
計
監
査

報
告
」、「
新

本
部
役
員
の

選
出
」、「
平
成
30
年
度
予
算
案
」
を
審
議
の

う
え
承
認
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
懸
案
で
あ
っ
た
同
窓
会
の
名
称
に

つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
名
称
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
、
３
３
８
通
の
回
答
の
う
ち
、
無

回
答
が
２
８
９
通
、
現
状
の
「
京
都
大
学
経

済
学
部
同
窓
会
」
の
ま
ま
で
よ
い
と
す
る
意

見
が
29
通
あ
り
ま
し
た
。
具
体
的
な
新
名
称

案
は
す
べ
て
合
計
し
て
も
21
通
に
す
ぎ
な
い

こ
と
が
田
中
彰
教
授
（
本
部
常
務
理
事
）
よ

り
報
告
さ
れ
る
と
、
こ
の
理
事
会
で
候
補
を

絞
っ
た
上
、
も
う
１
年
間
か
け
て
新
名
称
を

決
定
す
る
と
し
て
き
た
計
画
を
変
更
し
、
こ

の
場
で
決
定
し
て
は
ど
う
か
と
の
提

案
が
小
塚
会
長
か
ら
あ
り
、
そ
れ
を

支
持
す
る
発
言
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

審
議
の
結
果
、
大
多
数
の
支
持
に
よ

り
「
京
都
大
学
経
済
学
部
同
窓
会
」

を
正
式
名
称
と
し
、
別
名
「
経
済
学

部
同
好
ク
ラ
ブ
」
を
規
約
か
ら
削
除

す
る
こ
と
を
理
事
会
提
案
と
し
て
総

会
に
諮
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
講
演
会
で
は
、
ま
ず
優
秀

修
士
論
文
賞
を
受
賞
さ
れ
た
博
士
後

期
課
程
１
回
生
（
当
時
）
の
天
野
良

明
さ
ん
に
、
国
際
会
計
基
準
が
企
業
経
営
に

も
た
ら
す
影
響
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
を
発

表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
江
上
雅

彦
教
授
（
学
部
長
・
同
窓
会
理
事
長
）
の
講

演
会
が
お
こ
な
わ
れ
、「To Stop or N

ot to 

Stop

：
確
率
と
止
め
時
問
題
」
と
題
し
て
卑

近
な
例
を
引
き
な
が
ら
最
新
の
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
工
学
理
論
の
一
端
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
武
石
彰
教
授
を
議
長
と
し
て
遅
滞
な

く
進
み
、
決
算
・
予
算
、
新
役
員
、
お
よ
び

同
窓
会
名
称
に
関
す
る
理
事
会
提
案
の
す
べ

て
が
賛
成
多
数
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
合
写
真
撮
影
の
後
、
司
会
の
田
中
教
授

From  同窓会事務局

平
成
30
年
度　

同
窓
会
総
会
報
告

小塚同窓会長のご挨拶

天野良明さん
優秀論文発表

江上教授のご講演弦楽四重奏のみなさん
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に
よ
る
開
会
の
辞
で

懇
親
会
が
始
ま
り
、

槌
野
近
畿
支
部
長
よ

り
開
会
の
ご
挨
拶
を
、

池
上
惇
名
誉
教
授
よ

り
乾
杯
の
ご
挨
拶
と

ご
発
声
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

京
大
交
響
楽
団
の

富
永
扶
さ
ん（
文
学
部

３
回
生
、
第
一
バ
イ

オ
リ
ン
）、
近
藤
綾
さ

ん
（
法
学
部
４
回
生
、

第
二
バ
イ
オ
リ
ン
）、

寺
川
洵
さ
ん
（
文
学

部
４
回
生
、
ヴ
ィ
オ

ラ
、
学
年
は
い
ず
れ

も
当
時
）、
安
井
里

沙
さ
ん
（
京
都
薬
科

大
学
、
チ
ェ
ロ
）
に

は
、
す
ば
ら
し
い
弦

楽
四
重
奏
で
懇
親
会

に
花
を
添
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
食

事
・
ご
歓
談
中
に
は
心
地
よ
く
聴
い
て
い
た

だ
け
る
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
奏
で
て
い
た
だ
き
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
ゆ
っ
く
り
と
時
が
過
ぎ

て
い
き
ま
し
た
。
会
の
終
盤
に
は
、
ス
テ
ー

ジ
で
演
奏
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
依
田
高

典
教
授
（
京
大
交
響
楽
団
部
長
）
に
よ
る
メ

ン
バ
ー
・
曲
紹
介
で
は
、
こ
の
年
の
ノ
ー
ベ

ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
本
庶
佑

特
別
教
授
も
京
大
オ
ケ
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
こ
と
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
曲
は
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
ハ

ン
ガ
リ
ー
舞
曲
第
五
番
。
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
名
曲
で
す
が
、
生
演
奏
は
迫
力
が
違
い
ま

す
。
参
加
者
の
皆
様
も
静
か
に
聴
き
入
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
盛
大
な
拍
手
と
と
も
に
ア

ン
コ
ー
ル
の
お
声
が
あ
り
、
ま
た
違
っ
た
雰

囲
気
の
「
川
の
流
れ
の
よ
う
に
」（
作
曲
：
見

岳
章
）
を
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
江

上
理
事
長
の
閉
会
の
挨
拶
を
も
っ
て
盛
会
の

う
ち
に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
参
加
者
全
員
に
記
念
品
と
し
て
同

窓
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ニ
ノ
ー
ト
と
オ
リ
ジ
ナ

ル
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

平
成
30
年
度
総
会
の
様
子
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
イ
ベ
ン
ト
案
内
」
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
今
年
度
は
令
和
元
年
10
月
19
日
（
土
）

に
、
京
都
大
学
経
済
学
部
創
立
百
周
年
記
念

式
典
（
表
紙
見
開
き
参
照
）
の
一
環
と
し
て

理
事
会
・
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
皆
さ

ま
に
お
会
い
で
き
ま
す
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
同
窓
会
事
務
局
）

同窓会総会 　 Alumni Assembly General  Assembly

槌野様（近畿支部長）の
ご挨拶

池上名誉教授の乾杯のご
挨拶

平成30年10月13日　於：京都大学百周年時計台記念館2F国際交流ホール
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令
和
元
年
7
月
4
日
（
木
）、
時
計
台
記
念

館
国
際
交
流
ホ
ー
ル
に
て
、「
在
学
生
イ
ベ
ン

ト
！
２
０
１
９
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
同
窓

会
の
学
生
特
別
会
員
に
登
録
さ
れ
た
学
生
の

皆
さ
ん
を
ご
招
待
し
、
在
学
中
か
ら
同
窓
会

を
身
近
な
も
の
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
趣
旨
で
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
社
会
で
活

躍
中
の
先
輩
の
講
演
会
や
、
異
な
る
回
生
・

教
員
と
の
交
流
パ
ー
テ
ィ
で
、
今
回
も
賑
や

か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
講
演
会
】

　

講
師
は
平
成
21
年
に
ご
卒
業
さ
れ
、
現
在

は
住
友
商
事
㈱
に
お
勤
め
の
藤
井
翔
さ
ん
で

す
。「
住
友
商
事
に
お
け
る
私
の
働
き
方
と

キ
ャ
リ
ア
」
と
題
し
、
チ
リ
駐
在
時
代
の
経

験
な
ど
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
現
地
で
は
数
少
な
い
日
本

人
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
文
化
の
違
い
を
肌
で
感

じ
つ
つ
、
お
金
を
も
ら
う
こ
と
の
意
味
や
自

分
の
仕
事
の
意
味
を
深
く
考
え
る
こ
と
に
な

り
、
帰
任
時
に
は
現
地
の
皆
さ
ん
に
盛
大
な

　

続
く
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
も
、
バ
リ

ス
タ
や
ス
チ
ー
ム
ア
イ
ロ
ン
な
ど
の

景
品
を
前
に
今
回
も
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
残
念
な
が
ら
景
品
を
獲
得
で

き
な
か
っ
た
皆
さ
ん
に
は
記
念
品
と

し
て
同
窓
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
ボ
ー
ル
ペ

ン
を
進
呈
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
全
員
で
記
念
写
真
を
撮
影

し
、
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ

参
加
さ
れ
て
い
な
い
方
は
是
非
一
度

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

学
生
企
画
委
員
の
上
林
山
大
吉
君
、

下
垣
敦
宏
君
、
吹
田
雄
河
君
、
高
尾

彩
瑛
子
さ
ん
、
中
沢
和
哉
君
、
堀
惇

平
君
、
森
原
の
ど
か
さ
ん
に
、
企
画

か
らtw

itter

等
に
よ
る
宣
伝
、
当
日

の
準
備
・
運
営
・
片
付
け
ま
で
お
手

伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
江

上
学
部
長
、
依
田
教
授
、
田
中
教
授
、

舟
津
特
定
助
教
、
安
井
准
教
授
、
山

田
教
授
、
ル
ー
ス
ダ
ン
講
師
、
若
井

教
授
、
若
林
（
直
）
教
授
に
も
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

 
（
同
窓
会
事
務
局
）

送
別
会
を
開
い
て
も
ら
っ
た
そ
う
で
す
。
依

田
教
授
の
司
会
進
行
に
よ
る
質
疑
応
答
で
は
、

参
加
者
か
ら
「
相
手
の
心
を
つ
か
む
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
意
識
す
る
こ
と
は
何
で
す

か
」
な
ど
の
熱
心
な
質
問
が
数
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

【
パ
ー
テ
ィ
】

　

江
上
雅
彦
学

部
長
の
ご
挨
拶

に
続
き
、若
林
直

樹
教
授
の
乾
杯

の
ご
発
声
に
よ

り
パ
ー
テ
ィ
が

始
ま
り
ま
し
た
。

着
席
形
式
の
た

め
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
お
食
事

を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
ま
す
。
恒
例
の
「
み
ん
な
で
ク
イ
ズ
」

は
、
そ
の
場
で
組
ん
だ
チ
ー
ム
で
四
択
問
題

を
出
し
合
い
、
1
〜
3
位
の
景
品
を
争
奪
す

る
全
員
参
加
型
の
ク
イ
ズ
大
会
で
す
。
学
生

さ
ん
だ
け
で
な
く
教
員
も
参
加
し
、
良
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場

に
な
り
ま
し

た
。
最
終
問
題

で
大
逆
転
が

あ
り
、
1
位
の

チ
ー
ム
が
、
ボ

ト
ル
ブ
レ
ン

ダ
ー
を
獲
得

し
ま
し
た
。

Student event

在学生イベント！2019
京都大学経済学部同窓会報第22号

藤井さんとともに

若林先生 江上先生

講演者の藤井さん

来年もお待ちしています。
令和元年7月4日　於：京都大学百周年時計台記念館
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昭
和
32
年
卒
業
の
方
か
ら
始
め
ら
れ
た
経
済

学
部
卒
業
50
周
年
記
念
同
窓
会
も
今
年
で
13
回

目
と
な
り
、
我
々
44
年
卒
の
番
と
な
り
ま
し
た
。

　

五
月
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
同
窓
会
当
日
の
令

和
元
年
５
月
23
日
（
木
）
13
時
に
は
88
名
（
同

伴
者
１
名
を
含
む
）
の
仲
間
が
全
国
各
地
か

ら
集
ま
り
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
江
上
雅
彦
学
部
長
、
山
田
浩

之
名
誉
教
授
、
池
上
惇
名
誉
教
授
、
同
窓
会

常
務
理
事
の
田
中
彰
教
授
、
事
務
局
の
田
村

利
恵
さ
ん
の
ご
出
席
を
得
て
Ｅ
１
中
博
君
の

司
会
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

物
故
者
32
名
の
黙
祷
を
行
い
Ｅ
３
野
尻
賢

司
君
の
開
会
挨
拶
の
後
、
江
上
学
部
長
か
ら

祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

着
席
形
式
パ
ー
テ
ィ
ー
も
山
田
名
誉
教
授

の
乾
杯
及
び
挨
拶
で
始
ま
り
ま
し
た
が
、ゼ
ミ

単
位
の
テ
ー
ブ
ル
も
徐
々
に
崩
れ
、
あ
ち
ら

こ
ち
ら
に
楽
し
い
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。
写

真
撮
影
は
Ｅ
３
網
干
佳
壽
郎
君
、
合
唱
指
揮

は
Ｅ
１
海
上
正
彦
君
と
、
山
下
千
之
君
に
お

願
い
し
、
全
員
で
「
学
歌
」・「
逍
遥
の
歌
」・

「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

　

最
後
の
閉
会
挨
拶
は
Ｅ
３
安
枝
真
司
君
に

つ
と
め
て
い
た
だ
き
、
和
気
あ
い
あ
い
の
旧

交
を
暖
め
る
楽
し
い
３
時
間
は
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
同
窓
会
へ
の
取
り
組
み
は
１

年
余
り
前
か
ら
の
名
簿
の
作
成
で
し
た
。
た
だ

日
の
打
ち
合
わ
せ
を
相
談
し
ま
し
た
。
そ
の

時
大
変
助
か
り
ま
し
た
の
が
同
窓
会
事
務
局

か
ら
提
供
さ
れ
た
「
50
周
年
同
窓
会
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
と
前
年
度
の
記
録
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
で
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
名
札
作
成
、
当

日
配
布
物
封
入
等
順
調
に
行
え
ま
し
た
。

　

今
回
も
昨
年
同
様
、
参
加
者
全
員
に
総
長
カ

レ
ー
、
聖
護
院
八
ッ
橋
の
お
土
産
を
お
渡
し
し

ま
し
た
。
今
回
の
剰
余
金
も
約
８
万
４
千
円
を

経
済
学
部
同
窓
会
に
寄
付
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
又
、
出
欠
に
か
か
わ
ら
ず
返
信
ハ
ガ
キ

の
通
信
欄
を
印
刷
し
、「
光
陰
矢
の
如
し
、
卒

業
し
て
50
年
、
今
、
思
う
こ
と
」
の
小
冊
子
を

お
渡
し
し
好
評
で
し
た
。
各
ク
ラ
ス
毎
に
二
次

会
を
が
ん
こ
二
条
苑
で
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
こ
の
よ
う
に
楽
し
い
一
日
を
無
事

過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
、
ご
出
席

い
た
だ
い
た
同
級
生
各
位
及
び
江
上
学
部
長

を
始
め
と
す
る
学
部
関
係
の
方
々
に
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

文
責　

Ｅ
２　

西
谷
和
浩

や
は
り
名
簿
作
成
作
業
に
は
難
航
し
ま
し
た
。

過
去
の
名
簿
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
も
連
絡
先
が

分
か
ら
な
い
人
も
多
く
、
出
身
高
校
、
元
の
勤

務
先
等
の
伝
手
、
同
級
生
各
位
の
協
力
を
得
な

が
ら
何
と
か
10
月
末
に
は
ほ
ぼ
名
簿
作
成
作
業

を
終
了
し
ま
し
た
。
そ
の
後
案
内
状
及
び
出
欠

の
確
認
ハ
ガ
キ
を
11
月
に
発
送
し
、
２
月
に
は

出
席
予
定
者
が
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
式
ま
で
１
ヶ
月
の
４
月
に
そ
れ

ま
で
名
簿
作
成
、京
大
と
の
交
渉
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
た
世
話
人
代
表
Ｅ
２
河
毛
正
志
君

が
脳
梗
塞
で
入
院
さ
れ
ま
し
た
。
急
遽
Ｅ
３

野
尻
賢
司
君
と
Ｅ
２
西
谷
が
引
き
継
ぎ
ま
し

た
。
５
月
14
日
に
京
大
生
協
と
打
ち
合
わ
せ
、

料
理
、
配
置
、
設
営
等
を
決
め
ま
し
た
。
そ

の
日
に
大
学
の
同
窓
会
事
務
局
に
於
い
て
当

Graduat ion 50th Anniversary Alumni Associat ion
昭和44年卒44年卒

京
都
大
学

経
済
学
部

卒
業
50
周
年
記
念
同
窓
会

同窓会開催のお知らせ

日時：2020年５月28日（木） 
　　　午後１時～４時（予定）
会場：京都大学百周年時計台記念館
　　　2階国際交流ホール
会費：1万円（当日申し受けます）
　　　以上、クラス単位の懇親会（夜）も
　　　予定しております。

　　　詳細は後日、皆様にご案内します。

※ ご案内状が届かない場合
はお知らせください。

昭
和
45
年
卒
業
の
皆
様
へ

卒業50周
年記念

E1

E2

E3

E4

全員で記念写真！　皆元気いっぱい！
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済
学
研
究
科
は
、
２
０
１
９

年
度
よ
り
修
士
課
程
を
改
編

し
、
二
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

開
設
し
ま
し
た
。
①
博
士
後

期
課
程
に
進
学
し
、
研
究
者
に
な
る
人
材
を

養
成
す
る
「
研
究
者
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
、

②
専
門
的
か
つ
実
践
的
な
経
済
学
的
分
析
能

力
を
身
に
つ
け
て
社
会
で
活
躍
す
る
人
材
を

養
成
す
る
「
高
度
専
門
人
材
養
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
で
す
。

　
「
研
究
者
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
通
称
、「
Ｒ

プ
ロ
グ
ラ
ム
」）
は
、
経
済
学
研
究
科
が
研
究

者
養
成
の
た
め
に
こ
れ
ま
で
長
く
取
り
組
ん

で
き
た
こ
と
を
継
続
し
て
い
く
も
の
で
す
。

経
済
学
・
経
営
学
の
分
野
に
お
い
て
国
内
外

で
活
躍
で
き
る
研
究
者
を
少
数
精
鋭
で
、
丁

寧
に
、
組
織
的
に
養
成
し
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
、（
２
０
２
１
年
度
に
実
施
を
予
定
し
て

い
る
）
博
士
後
期
課
程
の
制
度
変
更
と
あ
わ

せ
て
、
研
究
指
導
の
あ
り
方
や
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
改
編
し
ま
し
た
。

　
「
高
度
専
門
人
材
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
通

称
、「
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」）
は
、
新
た
に
立
ち
上

げ
た
も
の
で
す
。
修
士
課
程
修
了
後
、
国
内
外

の
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
経
済
学
に
基
づ
く
高
度
で
実

践
的
な
思
考
・
分
析
能
力
を
体
系
的
に
修
得

す
る
と
と
も
に
、
デ
ー
タ
解
析
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
、
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
関
す
る
能
力
を
高
め
て
い
く
た
め
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
や
指
導
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　

両
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
も
、
本
年
４
月
に
新
し

い
学
生
を
迎
え
、
順
調
に
立
ち
上
が
っ
て
お

り
ま
す
。
２
０
０
９
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
、

英
語
を
共
通
言
語
と
す
る
秋
入
学
の
「
東
ア

ジ
ア
持
続
的
経
済
発
展
研
究
コ
ー
ス
」
や
、

新
た
に
整
備
し
て
い
る
欧
州
の
大
学
と
の
ダ

ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ジ
ョ
イ

ン
ト
デ
ィ
グ
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、
国

際
的
な
取
り
組
み
も
進
め
て
お
り
ま
す
。
各

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
コ
ー
ス
を
質
的
に
拡
充
し
な

が
ら
、
国
内
外
の
社
会
、
学
術
界
に
貢
献
で

き
る
優
れ
た
人
材
を
養
成
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

Graduate School Reform

経
大
学
院
改
革

大
学
院
教
育
改
善
Ｗ
Ｇ
主
任  　
　

武
石　

彰

TOPIC
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探
検
部
は
、「
全
世
界
（
国
内
も
含
め
て
）

の
広
い
意
味
で
の
未
開
地
帯
の
（
学
術
的
）
探

検
を
計
画
し
、
実
行
ま
た
は
そ
の
た
め
に
必

要
な
技
術
や
知
識
を
身
に
つ
け
よ
う
と
す
る

も
の
の
グ
ル
ー
プ
（
組
織
）
で
あ
る
」
と
し

て
１
９
５
６
年
に
設
立
さ
れ
た
サ
ー
ク
ル
で

き
は
登
山
ば
か
り
で
、
２
回
生
の
夏
に
は
二

週
間
以
上
か
け
て
北
ア
ル
プ
ス
を
日
本
海
ま

で
縦
走
し
ま
し
た
。
そ
の
縦
走
で
山
と
人
間

に
は
一
旦
満
足
し
た
の
で
、
３
回
生
で
は
個

人
で
活
動
を
行
い
、
夏
に
は
「
お
も
ろ
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
に
採
択
さ
れ
て
ブ
ラ
ジ
ル
・
ア
マ

ゾ
ン
に
行
き
ま
し
た
。「
お
も
ろ
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
と
い
う
の
は
鼎
会
の
援
助
の
も
と
京
大

が
行
っ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
採
択
さ
れ

る
と
30
万
の
渡
航
資
金
が
も
ら
え
る
と
い
う

非
常
に
あ
り
が
た
い
も
の
で
す
。
探
検
部
員

も
虎
視
眈
々
と
こ
れ
を
狙
っ
て
お
り
、
今
ま

で
に
５
人
以
上
が
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。
ブ

ラ
ジ
ル
で
は
想
像
以
上
に
広

い
土
地
と
ぼ
っ
た
く
り
に
は

ば
ま
れ
て
当
初
の
予
定
よ
り

は
活
動
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
独
自
の
宗
教
を
信
仰
し

て
い
る
奥
地
の
村
な
ど
に
た

ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
楽
し
く
、
有
意
義
な
渡

航
に
な
り
ま
し
た
。
４
回
生

は
か
ね
て
か
ら
待
ち
望
ん
で

い
た
休
学
を
し
（
１
回
生
の

入
部
時
に
部
員
の
半
数
以
上

が
休
学
し
て
い
て
、「
休
学

は
お
得
で
し
か
な
い
」
と
力

説
さ
れ
た
の
に
感
動
し
て
、

私
も
い
つ
か
は
絶
対
に
…
と

思
っ
て
い
ま
し
た
）、
一
人

で
無
人
島
に
い
っ
た
り
自
転

車
旅
行
を
し
た
り
と
の
ん
び

す
。
今
で
は
地
上
に
は
未
開
の
地
と
い
う
の

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
当
時
の
理
念
の
ま
ま
活

動
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
で
す
が
、
学
術

的
な
意
識
を
も
っ
て
ア
ウ
ト
ド
ア
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
他
の
ア
ウ
ト
ド
ア
サ
ー
ク
ル

と
の
違
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
部
員
の
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
様
々
で
す
が
、

植
物
や
地
質
、
文
化
人
類
学
な
ど

に
興
味
を
も
っ
て
ア
ウ
ト
ド
ア
活

動
を
し
て
い
る
部
員
が
多
い
で
す
。

　

具
体
的
に
何
を
し
て
い
る
の
か

と
い
う
と
、
登
山
や
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
、
沢
登
り
、
カ
ヌ
ー
、
洞
窟
、

海
外
渡
航
な
ど
が
主
な
活
動
で
す
。

と
い
う
の
が
定
番
の
説
明
で
す
が
、

必
須
の
活
動
は
な
く
各
自
が
や
り

た
い
こ
と
を
や
る
サ
ー
ク
ル
な
の

で
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か

は
部
員
に
よ
っ
て
様
々
で
す
。

　

例
と
し
て
私
の
活
動
遍
歴
を
紹

介
し
ま
す
と
、
１
・
２
回
生
の
と

り
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
今
は
５
回
生
で
す

が
、
単
位
取
得
と
卒
論
の
執
筆
に
追
わ
れ
て

い
る
の
で
今
年
に
入
っ
て
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア

と
い
え
ば
大
文
字
山
で
の
山
菜
採
り
く
ら
い

で
、
本
格
的
な
ア
ウ
ト
ド
ア
は
難
し
そ
う
で

す
。
し
か
し
、
卒
業
前
の
春
休
み
に
は
ブ
ラ

ジ
ル
・
ア
マ
ゾ
ン
に
再
挑
戦
し
た
い
と
考
え

て
い
る
の
で
、
い
ま
か
ら
計
画
を
ね
っ
て
は

ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

 

経
済
学
部　

５
回
生

 

大
石　

菜
々
野

Circle introduct ion

Circle
Club
introduction

探検部
北アルプス稜線にて

モンゴル単騎旅行にて

探検部（部室にて）
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　令和元年5月に行われました 昭和44年卒の「卒業50周年記念同窓会」にご参加
の方々より84,060円をご寄付いただきました（22号27ページに掲載）。寄付金は
100周年記念事業準備費の一部として使用させていただきます。この場をお借り
し、ご寄付いただきました皆さまへ厚く御礼申し上げます。

同窓会事務局へ
TEL・FAX・メールにてご連絡をお待ちしております。

TEL/FAX 075-753-3419
Email dosokai@econ.kyoto-u.ac.jp

　令和元年度（平成31年4月～令和2年3月）の同窓会年会費5,000円を同封
の払込用紙をご覧の上、納入くださいますよう、よろしくお願い申し上げ
ます。平成27年に発行した卒業生名簿により、同窓会の剰余金が少なく
なっております。
　ご理解の上、何卒ご協力賜わりますよう、お願い申し上げます。

　昨年度（平成30年4月～平成31年3月）の年会費を納入していただきました
皆さま方には、いつも同窓会の運営につきまして、ご理解ご協力賜わり、
心より御礼申し上げます。

　経済学部同窓会では、同窓会等で余ってしまったお金をご寄付いただきますと
大変助かります。もちろん、使用目的・用途を明確にし、ご寄付いただきました方々
の卒年・クラス名等を記載して、皆様に会報やホームページ等でお伝えしたいと
思っております。
　同窓会を運営していく上で会費納入率も減少しており、財政的にも非常に苦し
くなってきております。皆さまのご理解とご協力の程、何卒よろしくお願い申し上
げます。
　
　※会報への掲載は強制ではございません。（ご相談に応じます）
　　可否については必ずお伺いしておりますのでご安心ください。

■■ 「名簿リスト」の提供サービス
　平成29年度の同窓会理事会・総会において、個人情報保護の観点から「卒業生名簿」の発行を当
面見合わせる旨の決定がなされ、平成30年発行の同窓会報21号で皆様にご報告いたしました。経
緯および決定に至った詳細につきましては会報21号（前号）の27ページをご参照ください。
　その折にもお知らせしましたが、「卒業生名簿」配布に代わるサービスとして、同窓会事務局で
管理している「名簿リスト」（ゼミ単位、卒業年単位）を送付いたします。ただし、このサービスは年
会費を納入いただいている方のみとさせていただきます。
　ご利用目的をご連絡いただき、ご本人確認ができましたら、郵送にて送付いたします。
　同窓会事務局では皆様のご協力のもと、常に名簿データをアップデートしておりますので、
５年ごとに発行しておりました「卒業生名簿」と比べ、より新しく正確なリストを提供することが
できます。
　つきましては、このサービスによる「名簿リスト」に住所・電話番号等、個人情報の掲載を希望さ
れない方は、同封の「名簿調査ハガキ」の非公開に○を付けていただき、ご返送をお願いいたします。
ご要望、ご質問等ございましたら、同窓会事務局までご連絡をお願いいたします。

■■ 会報第 23号への記事募集
　次回の同窓会報に掲載する記事を募集しております。ゼミ会、クラス会などのお知らせ・報告、
また同窓会活動・京都大学経済学部に関係のある記事等がございましたら、ご遠慮なく原稿をお
寄せください。できればお写真を添えてください。学校に関係のない記事でも一度ご相談くださ
い。お問い合わせは、経済学部同窓会事務局まで。

■■ ご注意ください！
　数年前に、ある出版業者から卒業生の元へ、『職業
別同窓名鑑(文学部・経済学部)発刊のお知らせ』と題
する往復ハガキが届いたという事例がありました。こ
れは、最新の個人情報の提供と同窓名鑑の購入を呼
びかけるものですが、この出版業者と京都大学経済学
部および経済学部同窓会は一切関係がございませ
ん。今後も業者名を変えて、同様の手段で個人情報の
提供や名簿購入の依頼等が届く可能性がありますが、返事や振り込み等をなさらないように十分
ご注意願います。
　経済学部同窓会からの正式な郵便物には、京大のロゴマークを印刷するようにしております。
ロゴマークがない等の不審な郵便物が届いた場合は、経済学部同窓会事務局までご遠慮なくお問
い合わせください。

ご寄付の方法

御　礼

御　礼

お願い

同窓会へのご寄付について

同窓会年会費 納入のお礼とお願い
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の方々より84,060円をご寄付いただきました（22号27ページに掲載）。寄付金は
100周年記念事業準備費の一部として使用させていただきます。この場をお借り
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　昨年度（平成30年4月～平成31年3月）の年会費を納入していただきました
皆さま方には、いつも同窓会の運営につきまして、ご理解ご協力賜わり、
心より御礼申し上げます。

　経済学部同窓会では、同窓会等で余ってしまったお金をご寄付いただきますと
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の卒年・クラス名等を記載して、皆様に会報やホームページ等でお伝えしたいと
思っております。
　同窓会を運営していく上で会費納入率も減少しており、財政的にも非常に苦し
くなってきております。皆さまのご理解とご協力の程、何卒よろしくお願い申し上
げます。
　
　※会報への掲載は強制ではございません。（ご相談に応じます）
　　可否については必ずお伺いしておりますのでご安心ください。

■■ 「名簿リスト」の提供サービス
　平成29年度の同窓会理事会・総会において、個人情報保護の観点から「卒業生名簿」の発行を当
面見合わせる旨の決定がなされ、平成30年発行の同窓会報21号で皆様にご報告いたしました。経
緯および決定に至った詳細につきましては会報21号（前号）の27ページをご参照ください。
　その折にもお知らせしましたが、「卒業生名簿」配布に代わるサービスとして、同窓会事務局で
管理している「名簿リスト」（ゼミ単位、卒業年単位）を送付いたします。ただし、このサービスは年
会費を納入いただいている方のみとさせていただきます。
　ご利用目的をご連絡いただき、ご本人確認ができましたら、郵送にて送付いたします。
　同窓会事務局では皆様のご協力のもと、常に名簿データをアップデートしておりますので、
５年ごとに発行しておりました「卒業生名簿」と比べ、より新しく正確なリストを提供することが
できます。
　つきましては、このサービスによる「名簿リスト」に住所・電話番号等、個人情報の掲載を希望さ
れない方は、同封の「名簿調査ハガキ」の非公開に○を付けていただき、ご返送をお願いいたします。
ご要望、ご質問等ございましたら、同窓会事務局までご連絡をお願いいたします。

■■ 会報第 23号への記事募集
　次回の同窓会報に掲載する記事を募集しております。ゼミ会、クラス会などのお知らせ・報告、
また同窓会活動・京都大学経済学部に関係のある記事等がございましたら、ご遠慮なく原稿をお
寄せください。できればお写真を添えてください。学校に関係のない記事でも一度ご相談くださ
い。お問い合わせは、経済学部同窓会事務局まで。

■■ ご注意ください！
　数年前に、ある出版業者から卒業生の元へ、『職業
別同窓名鑑(文学部・経済学部)発刊のお知らせ』と題
する往復ハガキが届いたという事例がありました。こ
れは、最新の個人情報の提供と同窓名鑑の購入を呼
びかけるものですが、この出版業者と京都大学経済学
部および経済学部同窓会は一切関係がございませ
ん。今後も業者名を変えて、同様の手段で個人情報の
提供や名簿購入の依頼等が届く可能性がありますが、返事や振り込み等をなさらないように十分
ご注意願います。
　経済学部同窓会からの正式な郵便物には、京大のロゴマークを印刷するようにしております。
ロゴマークがない等の不審な郵便物が届いた場合は、経済学部同窓会事務局までご遠慮なくお問
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　2019年４月27日（土）、京都大学
百周年時計台記念館において中村哲
先生の米寿お祝いの会を開催いたし
ました。中村ゼミ同窓会は1995年に
先生が停年退官された後も定期的に
同窓会名簿を編集発行してきました。
最新2019年版には250名余りが登載
され、そのなかには京大経済学部の
名誉教授・教授も５名含まれていま
す。ゼミ会の開催は2008年の喜寿お
祝いの会以来となり、当日は学部・
大学院ゼミ卒業生計39名が集結。は
るばるアメリカ、
中国、韓国から駆
け付けた同窓生
もいました。
　中村先生がご
あいさつの後、同

窓会実行委員の渡哲郎氏（昭49年卒）
によって有無をいわせず金色のちゃ
んちゃんこを着せられると、会場は
一気に盛り上がりました。
　下谷政弘名誉教授が開会あいさつ
と乾杯のご発声により祝賀会を開始。
司会の塩地洋教授の指名により出席
者が次々と登壇し、ゼミでの山登り
やコンパ、難解な古典に苦しんだ思
い出とともに近況が紹介され、先生
のご健康を祝しました。終盤では森
宏明氏（昭58年卒）のボート部仕込

みの巧みなリードにより、輪になって
「琵琶湖周航の歌」を合唱しました。
邵微さん（大学院OG）らの花束・贈
り物贈呈の後、堀和生名誉教授が閉
会あいさつに立ち、あらためて中村
先生が東アジア経済史研究に果たさ
れたお仕事の大きさが紹介されまし
た。おひらきのさいには中村先生が
最新のご高著『東アジア資本主義形
成史論』（汲古書院、2019年）を参
加者一人ひとりに手渡しされました。
 文責　田中彰（平成２年卒）

　2018年９月23日（日）、山田浩之
ゼミ同窓会「京友会」が、東京の学
士会館で開催されました。先生ご夫
妻がお元気な間に出来るだけ開催す
るべく昨年に続いての開催で、先生
ご夫妻を含め各地から前年を上回る
62名の出席を数えました。
　会は２部構成で、第１部は先ず山
田先生の近況報告。86歳の今もご自
身が主催されている「都市文化・地
域経済研究学堂」を毎月開催される
など研究に勤しんでおられ、新たな
著作出版にも
意欲を示され
て、ゼミ生一

同感銘とともに圧倒されました。次
いで近時に博士号を取得したゼミ生
から取得論文の概要報告、春の叙勲
で授章の栄に浴されたゼミ生２名の
披露がありました。
　第２部の懇親会は１期生の藤井睦
久さんの乾杯音頭で始まり途中若手
の近況報告を挟みながら和やかな雰
囲気で懇談の輪が広がり最後２期生
の岡本昂さんの締めで盛況のうちに
閉会を迎えました。
　なお、これに先立つ７月28日（土）

に京都で都市文化・地域経済研究学
堂と京友会合同で「第80回文化の社
会経済研究会」および「叙勲祝賀会」
が開催され多くの山田ゼミ生が参加
しました。
　次回の山田ゼミ同窓会「京友会」
は先生の米寿記念同窓会として2019
年10月20日（日）12時半から京大百
周年時計台記念館国際ホールにて開
催されますので多くの皆様の参加を
お待ちしております。
 谷口浩章（昭和43年卒）

クラス会・ゼミ会
報告・お知らせ

中村 哲ゼミ　中村哲先生の米寿お祝いの会

山田 浩之ゼミ　京友会
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　小野ゼミナール同窓会「一一会」
は、2017年から、東西２組で開催し
ていましたが、2018年は故小野一一
郎先生の23回忌に当たることから全
国250名の会員を対象として、12月
２日、先生の奥様宣代さま（満93歳）
をお迎えして、奈良の春日ホテルで
開催されました。
　当日は、正会員及び特別会員合わ
せて71名が集まり、奥様、長男憲一
さんの奥様ちとせさん、お嬢さんの
加藤曜子さんを囲んで楽しい２時間
半となりました。
　会合は、小野先生およびゼミ生の
物故者へ黙禱をささげた後、第
１期（昭和37年卒）の安藤哲生
さん、特別会員の岡澤元大さん
から祝辞があり、特別参加の経
済学部岩本学（前）部長からは
小野ゼミ生への祝辞と学部100
周年記念事業への協力要請が、
加藤曜子さんからはお礼の言葉
と、彼女が理事を務めている認
定NPO法人「児童虐待防止協会」
への支援要請があり、続いて３
期の出原隆乗さんによる乾杯の

音頭で始まりました。
　しばしの歓談の後、５期の吉村さ
んから、一一会の現状について話が
あり、現在、一一会メンバーが三菱商
事や大阪ガス（株）、熊谷組の一部上
場企業３社の社長に就任していること
が報告されました。同時期に３社の
社長を輩出していることは経済学部だ
けでなく全学的にも事例のない事では
ないかと思われ、鋭い批評眼に加え、
学生の多様な意見を受け止め、その
長所を伸ばす教育をされた小野先生
の教育者としての凄さの一端を示すも
のではないか愚考する次第である。

　その後は各メンバーから順に近況
報告や先生の思い出、奥様の事など、
例によって多種多彩な議論が続きま
した。最後に、奥様から全員に対し
て力強い励ましのお言葉をいただき、
３期の今村さんの指揮で「紅もゆる」
を合唱して閉会となりました。
　なお、今回の会合は８期の安枝さん
や24期竹内さんをはじめ関東、関西
の多くのゼミ生の助力、協力があっ
てはじめて成功裏に終わったことを
感謝し、追記します。
 2019.3.30　報告：野口隆（５期）

　第３回目となる東京一一会を、昨
年８月２日に開催致しました。
　東京一一会とは、小野一一郎先生
のゼミ生が関東地区で集まる会合で
すが、前回は、2016年２月にゼミ第
18期生の垣内威彦さんの三菱商事の
社長就任を祝して催したものですが、
今回は第20期生の櫻野泰則さんの熊
谷組社長就任を祝う為にゼミ生に呼
び掛け集まったものです。
　下記にその会合の模様を簡単にご
報告申し上げます。
・第３回東京一一会
・日時：2018年８月２日（木）
　18：30～20：30
・場所：学士会館
・  小野ゼミ第５期～24期（昭和41
年卒～昭和60年卒）のゼミ生計
31名の参加を得ました。

　同会合の進行役は、私、安枝が務
め、東京一一会についてその来歴を
説明。
　次いで、ゼミ同窓会の元締め役を

務めて頂いている第５期の吉村昭道
さんより一一会の沿革につきご紹介
頂き、更に、京都大学学士山岳会や
その他大学関連の最近の動きについ
てもご紹介頂きました。引き続き、
第５期の木村直さんに乾杯の音頭を
取って頂き、会食が始まりました。
　会がたけなわとなったところで、
櫻野さんにスピーチをお願いしまし
た。ご本人は４回生からの小野ゼミ参
加であること、熊谷組野球部での体
験、今後の抱負、等につきお話があ

りました。別会合の為、遅れて参加
した垣内さんからは社長職の先輩と
しての自分の心得的なスピーチを頂
きました。尚、初参加者が６名あり、
各位に自己紹介をかねたスピーチを
して頂きました。今回は、前回を上
回る参加人数であり、着席式ビュッ
フェスタイルとしました。
　今後も機会がある度に会合を呼び
掛けたいと思っております。
　　報告者：安枝真司
　　小野ゼミ第８期生（昭和44年卒）

小野ゼミ　東京一一会の活動報告

小野ゼミ　一一会　小野先生23回忌の集い報告
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　平成最後の年の３月２日（土）、「十
三回忌追悼菱山会」を開催いたしま
した。
　まずは午前中に南禅寺牧護庵にて
墓参、そしてお昼より楽友会館にて
懇親会。
　お墓参りは好天に誘われるように
予定の時刻より早く来られる方が圧
倒的に多く幹事とサポートチームも
それを見越して30分前よりスタンバ
イして無事終了。

　楽友会館に到
着後途中退席の
方もいるという
ことでまずは写
真撮影。
　そしていよい
よ開会。一同故
菱山泉先生に黙
祷を捧げ、最も
先輩の松原武さ
ん（39年卒）よ

りの開会のご挨拶、親族代表として
わざわざ来ていただいた菱山出さん
（ご長男）のご挨拶、そして昨年京都
大学経済学研究科長並びに経済学部
長に就任された江上雅彦さん（59年
卒）のご講演と続きました。
　その後、今回は先生がご自宅でご
家族とカラオケを楽しんでおられる
様子等が収録されているDVDを菱山
出さんのご厚意でお貸しいただき、
在りし日の先生のお元気なご様子を

それぞれの思いを巡らせなから拝見
し懐かしい時間を過ごしました。
　そして、菱山先生の研究を引継が
れた黒木龍三さん（59年院卒）によ
る献杯、木村泰彦さん（41年卒）奥
田久美さん（49年卒）三浦知雄さん
（62年卒）よりのお話、最後に経済
学部同窓会東京支部長の宇野輝さん
（41年卒）からの本年の経済学部100
周年に向けてのお話をいただき、恒
例の「琵琶湖周航歌」を江南壽夫さ
ん（40年卒）と古賀康太さん（40年
卒）の音頭で斉唱し閉会となりまし
た。
　参加者42名、快晴、意気軒昂、盛
会でした。

　　　報告者（本会幹事）：
 吉村宗一（54年卒）
　 清水俊晴（55年卒）
 荒木隆司（56年卒）

クラス会・ゼミ会
報告・お知らせ

　今年の伊東光晴ゼミOB会は、５月
11日（土）に東京市ヶ谷の私学会館
アルカディアで市ヶ谷にて開催した。
参加者は伊東先生に加え、学部OB
５期28名と大学院OB２名であった。
OB会は長い間開催されていなかっ
たが、残念ながら松田誠氏（４期、
平成２年卒）がご病気により急逝さ
れたことをきっかけに2015年に再開

された。そ
れ以降はほ
ぼ毎年春に
アルカディ
アで開催し
ている。
　初めに一
期生の磯村
和人氏（１
期、昭和62
年卒）が挨
拶をした。
氏は伊東ゼ

ミは少数であるが、OB会の出席率は
６割近くと極めて高いことを指摘し
た。実際、学部OBは全部で54名し
かいないが、例年の出席者は30名近
い。続いて女性活躍で知られている
絹川（旧姓岡田）幸恵氏（２期、昭
和63年卒）が乾杯の挨拶をした。京
都大学教授のOB３名は東京で仕事が
あり、遅れて到着した。そのうち、

岡敏弘氏（大学院OB）は今年から赴
任ということで、赴任に際しての挨
拶をした。
　岡氏に続き、伊東先生がお話しに
なられた。経済学は理論だけではダ
メであり、ファクト・ファインディ
ングが必要だ。今の経済学は新しい
ことがないと、以前からの主張を述
べられた。また今のヨーロッパでは、
難民問題によって、ヨーロッパの心、
リベラルの心が崩壊しようとしてい
ると語られた。先生はすでに90才を
超え、さすがに体の衰えは隠せない
が、経済学者、知識人としての知性
と熱き心は、京都大学教授時代と変
わりがない。
　その後、各期の近況報告を簡単に
行った。最後の挨拶は、京都大学教
授の岩本武和氏（大学院OB）が行っ
た。最後に全員で写真を撮った。

文責：服部茂幸（２期、昭和63年卒）

菱山ゼミ　「十三回忌追悼菱山会」開催報告

伊東光晴ゼミ　光晴会
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旧住所の欄

住所不明
特にご実家から転居される方、転勤の多い方は必ずお読みください

経済学部同窓会では、卒業生の皆さまの連絡先をアップデートし、卒業後の長いお付き合いを支援してい
きたいと願っています。転勤の多い方等はどうしても住所のアップデートが難しく、住所が不明になって
しまうことも少なくありません。そこで一度だけ手続きをしていただければ同窓会報を確実に受け取れる
方法をご紹介します。
　ご実家から転居される際、ほとんどの方が郵便局へ転居届を提出されます。
しかし通常の方法では1年間の転送サービスが終了すると、ご実家に差し出されたご本人宛の郵便物は、ご
家族が住んでおられても届けてもらえません。
以下の方法により、ご実家宛ての郵便物も転居先への郵便物も必ずどちらかに配達してもらうことができ
ます。住所不明にならないために、ご協力をお願いいたします。

①ご実家から転居する時に転居届けを出される方

転居届（右図参照）の新住所の欄に居住される
ご住所をご記入ください。
旧住所の欄には何も記入しません。
ご実家の住所を旧住所欄に
絶対に記入しないでください。

②すでに転居届を出されている方

追加で転居届をご提出ください。
新住所の欄にご実家の住所を書いてください。
旧住所の欄には何も記入しません。
（すでに提出された転居届はそのままにしておいてください）

③転居届を出す時間がない方（ご実家にお届け）

どうしても転居届を提出する時間のない方は、ご実家に住まれ
ている方（基本的にはご両親のうちどちらか）のフルネームを
同窓会事務局までお知らせ下さい。
※新システム導入により③の方法が可能となりました。

卒業後、下宿先から転居される場合は、旧住所の欄に退去する下宿先名をご記入ください。
（次の入居者が困られます）

新住所の欄に書かれた住所を必ず同窓会事務局までお知らせください。

※上記はいずれも郵便局に確認済みです。①②の方法により、ご実家に郵便物が届きましたら、その郵便物に
（ご実家の住所が隠れるように）ご本人様の現住所を貼付の上、ポストに投函すれば無料（切手不要）で転送も可能です。

※①②の方法は、現住所に住んでいても、
ご実家の住所から名前が消されないため
ご実家にも届くという仕組みです。ご実
家でなく現住所に届けて欲しい場合は、
これらの手続きは必要ありません。その
際は必ず現住所を同窓会事務局までお知
らせください。

にならないために

こちらには記入しない

ご注意

新住所の欄
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コモンルームのご案内
ご利用いただける時間

平日（月 ～ 金）10時 ～ 16時 （12時～13時を除く）
法・経済学部東館 3階

075-753-3419
075-753-3508
dosokai@econ.kyoto-u.ac.jp

TEL&FAX:
T E L ② :
E - m a i l : コモンルーム全景（予約不要）

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

会議スペース（要予約）

　平成から令和へと新しい時代が幕を開けた記念すべき年に京都大学経

済学部が創立100周年を迎えるということは、偶然とはいえ何か意味がある

ように感じてなりません。

　今回100周年記念号（会報第22号）を発行するにあたり、特集ページの作

成をしていく過程で、昔の写真や資料を拝見していると、私が知らない100

年におよぶ経済学部の歴史がたくさんあり、今も変わらぬ姿で存在してい

るものさえあることにとても驚きました。また、現在の経済学部同窓会がこれまで存続してきた背景には、同窓

会を支えて来られた方々の努力や母校への大切な想いがいっぱい詰まっているのだということを、あらためて

感じる良い機会となりました。

　京都大学経済学部を卒業された皆様や教鞭をとってこられた名誉教授や諸先生方、現在経済学部で学ばれ

ている学生の皆様、現教職員の方々とともに創立100周年をお祝いできる機会に恵まれたことは、同窓会事務

局員である私にとって大変光栄なことであり、本当に嬉しく思います。

　ここからは、事務局の最新情報をお伝えいたします。約10年前に導入しましたMicrosoft Accessでの名簿管理

システムは、WindowsやAccessがアップグレードしていく中で、多くの不具合が発生するようになりました。そう

いった不具合に対する修繕にもかなりの時間とお金を要する為、これまで身動きが取れない状況にありました

が、このたび100周年記念事業基金より新名簿管理システム（Webシステム版）を導入していただけることとなり

ました。Webシステムとした為、MicrosoftがWindowsを頻繁にアップグレードしても不具合が発生するリスク

は極端に低くなります。またWebベースである為、ソフトウエアをインストールする必要がなく、短期のアルバイ

トさんにも使用してもらえるので作業効率も格段にアップします。

　これにより同窓会事務局で働く私たちにとって、これまでと比べ効率よく名簿管理の作業が出来るようになり

ます。さらに「名簿リスト」の提供サービスを開始しますので、皆様の同窓会活動に少しでもお役立ていただけ

れば幸いです。経済学部にご寄付いただきました皆様には、この場をお借りして心より御礼申し上げます。事務

局スタッフ一同、常に最新情報を保持するため日々努力しておりますので、最新の情報提供にご協力くださいま

すよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

　本年４月に経済学部より発送された100周年記念行事のご案内が届いていない方に対しての方策として、この

同窓会報でお知らせすることになり、当初は例年よりも発行を２ヶ月早めることに決まりました。そこで７月初め

に発行する予定で準備を進めておりましたが、途中で少し事情が変わり８月１日の発行となりました。それゆえ

早くに会報の原稿を執筆いただいておりました方々にはとても不快な思いをさせてしまい、大変申し訳なく思っ

ています。

　近年同窓会活動が活発化しておりますのも、元会長・副会長、

現在の名誉会長・会長・副会長（支部長）をはじめとする理事や

役員の方々、支部事務局の方々、同窓会にご支援いただいている

皆様のお力添えの賜です。皆様のご協力なしではここまで続けて

こられなかったと思います。心より感謝申し上げますとともに同

窓会の更なる発展の為、今後ともお力添えくださいますよう、よろ

しくお願い申し上げます。

京都大学経済学部同窓会事務局　田村利恵

会報には掲載しきれないたくさんの支部総会のお写真を掲載しています。ぜひご覧ください。

ホームページについて
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出町柳駅（京阪） 文・教・法・経済・工は、当駅下車東へ徒歩10分、総合人間・理・農は徒歩15分
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会議スペース（要予約）

　平成から令和へと新しい時代が幕を開けた記念すべき年に京都大学経

済学部が創立100周年を迎えるということは、偶然とはいえ何か意味がある

ように感じてなりません。

　今回100周年記念号（会報第22号）を発行するにあたり、特集ページの作

成をしていく過程で、昔の写真や資料を拝見していると、私が知らない100

年におよぶ経済学部の歴史がたくさんあり、今も変わらぬ姿で存在してい

るものさえあることにとても驚きました。また、現在の経済学部同窓会がこれまで存続してきた背景には、同窓

会を支えて来られた方々の努力や母校への大切な想いがいっぱい詰まっているのだということを、あらためて

感じる良い機会となりました。

　京都大学経済学部を卒業された皆様や教鞭をとってこられた名誉教授や諸先生方、現在経済学部で学ばれ

ている学生の皆様、現教職員の方々とともに創立100周年をお祝いできる機会に恵まれたことは、同窓会事務

局員である私にとって大変光栄なことであり、本当に嬉しく思います。

　ここからは、事務局の最新情報をお伝えいたします。約10年前に導入しましたMicrosoft Accessでの名簿管理

システムは、WindowsやAccessがアップグレードしていく中で、多くの不具合が発生するようになりました。そう

いった不具合に対する修繕にもかなりの時間とお金を要する為、これまで身動きが取れない状況にありました

が、このたび100周年記念事業基金より新名簿管理システム（Webシステム版）を導入していただけることとなり

ました。Webシステムとした為、MicrosoftがWindowsを頻繁にアップグレードしても不具合が発生するリスク

は極端に低くなります。またWebベースである為、ソフトウエアをインストールする必要がなく、短期のアルバイ

トさんにも使用してもらえるので作業効率も格段にアップします。

　これにより同窓会事務局で働く私たちにとって、これまでと比べ効率よく名簿管理の作業が出来るようになり

ます。さらに「名簿リスト」の提供サービスを開始しますので、皆様の同窓会活動に少しでもお役立ていただけ

れば幸いです。経済学部にご寄付いただきました皆様には、この場をお借りして心より御礼申し上げます。事務

局スタッフ一同、常に最新情報を保持するため日々努力しておりますので、最新の情報提供にご協力くださいま

すよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

　本年４月に経済学部より発送された100周年記念行事のご案内が届いていない方に対しての方策として、この

同窓会報でお知らせすることになり、当初は例年よりも発行を２ヶ月早めることに決まりました。そこで７月初め

に発行する予定で準備を進めておりましたが、途中で少し事情が変わり８月１日の発行となりました。それゆえ

早くに会報の原稿を執筆いただいておりました方々にはとても不快な思いをさせてしまい、大変申し訳なく思っ

ています。

　近年同窓会活動が活発化しておりますのも、元会長・副会長、

現在の名誉会長・会長・副会長（支部長）をはじめとする理事や

役員の方々、支部事務局の方々、同窓会にご支援いただいている

皆様のお力添えの賜です。皆様のご協力なしではここまで続けて

こられなかったと思います。心より感謝申し上げますとともに同

窓会の更なる発展の為、今後ともお力添えくださいますよう、よろ

しくお願い申し上げます。

京都大学経済学部同窓会事務局　田村利恵

会報には掲載しきれないたくさんの支部総会のお写真を掲載しています。ぜひご覧ください。
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（2番出口）
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（5番出口）

本部構内
（西部構内）

北部構内

吉田南
構内医学部

構内

薬学部
構内

病院西
構内

主要鉄道駅 乗車バス停 市バス 市バス経路等 下車バス停

京都駅
（JR／近鉄）

京都駅前

206 「東山通　北大路バスターミナル」行 「京大正門前」又は「百万遍」、医（医学科）・薬は「近衛通」、医（人間健康科学科）は「熊野神社前」

17 「河原町通　銀閣寺・錦林車庫」行 「百万遍」、理・農は「京大農学部前」、薬は「荒神口」

京大快速 「京大病院・京大正門前」行 「京大正門前」、医（医学科）・薬は「京大病院前」

河原町駅
（阪急）

四条河原町①
201 「祇園　百万遍」行

「京大正門前」又は「百万遍」、医（医学科）・薬は「近衛通」、医（人間健康科学科）は「熊野神社前」
31 「東山通　高野・岩倉」行

四条河原町②
3 「百万遍　北白川仕伏町」行 「百万遍」、薬は「荒神口」

17 「河原町通　銀閣寺道・錦林車庫」行 「百万遍」、理・農は「京大農学部前」、薬は「荒神口」

今出川駅
（地下鉄烏丸線）

烏丸今出川
201 「百万遍　祇園」行 「京大正門前」又は「百万遍」、医（医学科）・薬は「近衛通」、医（人間健康科学科）は「熊野神社前」

203 「今出川通　銀閣寺道・錦林車庫」行 「百万遍」、理・農は「京大農学部前」

東山駅
（地下鉄東西線）

東山三条

206 「高野　北大路バスターミナル」行

「京大正門前」又は「百万遍」、医（医学科）・薬は「近衛通」、医（人間健康科学科）は「熊野神社前」201 「百万遍・千本今出川」行

31 「東山通　高野・岩倉」行

出町柳駅（京阪） 文・教・法・経済・工は、当駅下車東へ徒歩10分、総合人間・理・農は徒歩15分

神宮丸太町駅（京阪） 医（医学科）・薬は、当駅下車北東へ徒歩10分、医（人間健康科学科）は、当駅下車東へ徒歩5分
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コモンルームのご案内
ご利用いただける時間

平日（月 ～ 金）10時 ～ 16時 （12時～13時を除く）
法・経済学部東館 3階

075-753-3419
075-753-3508
dosokai@econ.kyoto-u.ac.jp

TEL&FAX:
T E L ② :
E - m a i l : コモンルーム全景（予約不要）

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

会議スペース（要予約）

　平成から令和へと新しい時代が幕を開けた記念すべき年に京都大学経

済学部が創立100周年を迎えるということは、偶然とはいえ何か意味がある

ように感じてなりません。

　今回100周年記念号（会報第22号）を発行するにあたり、特集ページの作

成をしていく過程で、昔の写真や資料を拝見していると、私が知らない100

年におよぶ経済学部の歴史がたくさんあり、今も変わらぬ姿で存在してい

るものさえあることにとても驚きました。また、現在の経済学部同窓会がこれまで存続してきた背景には、同窓

会を支えて来られた方々の努力や母校への大切な想いがいっぱい詰まっているのだということを、あらためて

感じる良い機会となりました。

　京都大学経済学部を卒業された皆様や教鞭をとってこられた名誉教授や諸先生方、現在経済学部で学ばれ

ている学生の皆様、現教職員の方々とともに創立100周年をお祝いできる機会に恵まれたことは、同窓会事務

局員である私にとって大変光栄なことであり、本当に嬉しく思います。

　ここからは、事務局の最新情報をお伝えいたします。約10年前に導入しましたMicrosoft Accessでの名簿管理

システムは、WindowsやAccessがアップグレードしていく中で、多くの不具合が発生するようになりました。そう

いった不具合に対する修繕にもかなりの時間とお金を要する為、これまで身動きが取れない状況にありました

が、このたび100周年記念事業基金より新名簿管理システム（Webシステム版）を導入していただけることとなり

ました。Webシステムとした為、MicrosoftがWindowsを頻繁にアップグレードしても不具合が発生するリスク

は極端に低くなります。またWebベースである為、ソフトウエアをインストールする必要がなく、短期のアルバイ

トさんにも使用してもらえるので作業効率も格段にアップします。

　これにより同窓会事務局で働く私たちにとって、これまでと比べ効率よく名簿管理の作業が出来るようになり

ます。さらに「名簿リスト」の提供サービスを開始しますので、皆様の同窓会活動に少しでもお役立ていただけ

れば幸いです。経済学部にご寄付いただきました皆様には、この場をお借りして心より御礼申し上げます。事務

局スタッフ一同、常に最新情報を保持するため日々努力しておりますので、最新の情報提供にご協力くださいま

すよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

　本年４月に経済学部より発送された100周年記念行事のご案内が届いていない方に対しての方策として、この

同窓会報でお知らせすることになり、当初は例年よりも発行を２ヶ月早めることに決まりました。そこで７月初め

に発行する予定で準備を進めておりましたが、途中で少し事情が変わり８月１日の発行となりました。それゆえ

早くに会報の原稿を執筆いただいておりました方々にはとても不快な思いをさせてしまい、大変申し訳なく思っ

ています。

　近年同窓会活動が活発化しておりますのも、元会長・副会長、

現在の名誉会長・会長・副会長（支部長）をはじめとする理事や

役員の方々、支部事務局の方々、同窓会にご支援いただいている

皆様のお力添えの賜です。皆様のご協力なしではここまで続けて

こられなかったと思います。心より感謝申し上げますとともに同

窓会の更なる発展の為、今後ともお力添えくださいますよう、よろ

しくお願い申し上げます。

京都大学経済学部同窓会事務局　田村利恵

会報には掲載しきれないたくさんの支部総会のお写真を掲載しています。ぜひご覧ください。
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構内医学部

構内

薬学部
構内

病院西
構内

主要鉄道駅 乗車バス停 市バス 市バス経路等 下車バス停

京都駅
（JR／近鉄）

京都駅前

206 「東山通　北大路バスターミナル」行 「京大正門前」又は「百万遍」、医（医学科）・薬は「近衛通」、医（人間健康科学科）は「熊野神社前」

17 「河原町通　銀閣寺・錦林車庫」行 「百万遍」、理・農は「京大農学部前」、薬は「荒神口」

京大快速 「京大病院・京大正門前」行 「京大正門前」、医（医学科）・薬は「京大病院前」

河原町駅
（阪急）

四条河原町①
201 「祇園　百万遍」行

「京大正門前」又は「百万遍」、医（医学科）・薬は「近衛通」、医（人間健康科学科）は「熊野神社前」
31 「東山通　高野・岩倉」行

四条河原町②
3 「百万遍　北白川仕伏町」行 「百万遍」、薬は「荒神口」

17 「河原町通　銀閣寺道・錦林車庫」行 「百万遍」、理・農は「京大農学部前」、薬は「荒神口」

今出川駅
（地下鉄烏丸線）

烏丸今出川
201 「百万遍　祇園」行 「京大正門前」又は「百万遍」、医（医学科）・薬は「近衛通」、医（人間健康科学科）は「熊野神社前」

203 「今出川通　銀閣寺道・錦林車庫」行 「百万遍」、理・農は「京大農学部前」

東山駅
（地下鉄東西線）

東山三条

206 「高野　北大路バスターミナル」行

「京大正門前」又は「百万遍」、医（医学科）・薬は「近衛通」、医（人間健康科学科）は「熊野神社前」201 「百万遍・千本今出川」行

31 「東山通　高野・岩倉」行

出町柳駅（京阪） 文・教・法・経済・工は、当駅下車東へ徒歩10分、総合人間・理・農は徒歩15分

神宮丸太町駅（京阪） 医（医学科）・薬は、当駅下車北東へ徒歩10分、医（人間健康科学科）は、当駅下車東へ徒歩5分
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京
都
大
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学
部
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窓
会

本
部
役
員
名
簿

本部役員
本部役職 氏　　名 卒業年 所属支部

名誉会長 和田　紀夫 39 東 京
会 長 小塚修一郎 47 近 畿
副 会 長 澤田　博定 30 北 海 道 （北海道支部長）
副 会 長 瀬地　山敏 35 九州南部 （九州南部支部長）
副 会 長 宇野　　輝 41 東 京 （東京支部長）
副 会 長 村田　　武 41 愛 媛 （愛媛支部長）
副 会 長 千葉　　昭 44 香 　 川 （香川支部長）
副 会 長 西村　義明 47 名 古 屋 （名古屋支部長）
副 会 長 藤永　憲一 48 九州北部 （九州北部支部長）
副 会 長 槌野　吉郎 50 近 畿 （近畿支部長）
顧 問 辻井　昭雄 31 近 畿
顧 問 西澤　宏繁 36 東 京
理 事 合田　隆年 35 東 京
理 事 岡野　　徹 38 東 京
理 事 柿本　壽明 39 東 京
理 事 木村　泰彦 41 東 京
理 事 岡本　　昻 42 東 京
理 事 河毛　正志 44 東 京
理 事 近藤　勝重 44 東 京
理 事 中　　　博 44 東 京
理 事 太田　邦正 46 東 京
理 事 相亰　重信 47 東 京 （東京副支部長）
理 事 加藤　秀樹 48 東 京
理 事 柄澤　康喜 50 東 京
理 事 田中　義雄 38 近 畿
理 事 河合　司二 39 近 畿
理 事 本山　美彦 40 近 畿
理 事 野尻　賢司 44 近 畿 （近畿副支部長）
理 事 出田　善蔵 45 近 畿
理 事 岡本　達雄 46 近 畿 （近畿副支部長）
理 事 古川　　博 46 近 畿 （近畿副支部長）
理 事 麻生　　純 47 近 畿
理 事 植田　和保 51 近 畿 （近畿副支部長）
理 事 戸神　良章 52 近 畿 （近畿副支部長）
理 事 林　　　洋 52 近 畿 （近畿副支部長）
理 事 中井　敏宏 52 近 畿
理 事 酒井　　純 52 北 海 道
理 事 室賀　博幸 47 名 古 屋 （名古屋副支部長）
理 事 磯村　辰生 51 名 古 屋 （名古屋副支部長）
理 事 伊藤　雅也 53 名 古 屋
理 事 田島　明雄 53 名 古 屋
理 事 髙塚　達彦 55 名 古 屋
理 事 近藤　治郎 60 名 古 屋
理 事 渡邊　智樹 49 香 川 （香川副支部長）
理 事 梶原　正秀 50 愛 媛
理 事 鎌田　迪貞 33 九州北部
理 事 東本　和行 50 九州北部
理 事 薬真寺偉臣 51 九州北部
理 事 鏑流馬清規 52 九州北部
理 事 花田　恭一 53 九州北部
理 事 丸元　貞夫 38 九州南部
理 事 林田　素行 44 九州南部
理 事 宮本　智司 54 九州南部
監 事 大川　雅司 47 近 畿

教員
本部役職 氏　　名

理 事 長 江上　雅彦
常務理事 田中　　彰
理 事 砂川　伸幸
理 事 依田　高典
理 事 岩本　武和
理 事 宇仁　宏幸
理 事 岡　　敏弘
理 事 黒澤　隆文
理 事 佐々木啓明
理 事 澤邉　紀生
理 事 塩地　　洋
理 事 島本　哲朗
理 事 神事　直人
理 事 末松　千尋
理 事 椙山　泰生
理 事 関口　倫紀
理 事 武石　　彰
理 事 アスリ・M・チョルパン
理 事 徳賀　芳弘
理 事 西牟田祐二
理 事 西山　慎一
理 事 根井　雅弘
理 事 原　　良憲
理 事 久野　秀二
理 事 久本　憲夫
理 事 藤井　秀樹
理 事 松井　啓之
理 事 文　　世一
理 事 諸富　　徹
理 事 矢野　　剛
理 事 山田　　憲
理 事 劉　　徳強
理 事 若井　克俊
理 事 若林　直樹
理 事 若林　靖永
理 事 渡邊　純子
監 事 草野　真樹

同窓会学内
企画委員会委員
委 員 長 依田　高典
委 員 椙山　泰生
委 員 山田　　憲
委 員 安井　大真
委 員 千葉　早織

53　KYOTO UNIVERSITY



　京都大都大学経学経済学済学部同部同窓会窓会では、三、三井住友カード株式株式
会社会社と提と提携し携し、京、京都大都大学経学経済学済学部卒部卒業生のみが加入でき
る「VISAカード」ド」を発を発行しておりまります。す。デザインは経は経済学済学
部７部７０周年記念に使用使用した写真写真（飯（飯野春野春樹氏樹氏撮影撮影）を）を図
案化したもので、で、卒業卒業後も後も母校母校への愛着愛着と絆が一層深層深ま
ることを願っておりまります。す。
　同窓会では、このカードの発行により、会員の皆様の住
所や勤務先の変更を正確に把握できるとともに、カード
利用額の一部を提携手数料として受け取ることができ、
財政基盤確立の一助となっています。また会員の皆様に
おかれましても同窓会の年会費をこのカードにより自動
振替(※1)とすることができますので大変便利かと存じます。
(※1希望者のみ)
　カードの年会費が無料になる場合がありますので詳し
くは 0120 -81816 -437までお問い合わせください。どうか
本カードの主旨をご理解のうえ、お申込み頂ければ幸い
です。

VISA
ゴールドカード

VISA カード

京都大学経済学部同窓会

■ 総合博物館（京都大学）

観覧料無料

■ 白浜水族館（京都大学）

入館料無料

■ ワタベウェディング（株）

国内、海外挙式パッケージより
5％割引　（旅行会社などの取引先販
売店による挙式申込は対象外）

貸衣裳（単品）20％割引　
（衣裳込みパッケージ、衣裳予約システ
ムおよび現地レンタル衣裳は対象外）

販売衣裳（単品）10％割引　
（衣裳込みパッケージは対象外）

■ リーガロイヤルホテル京都

■ 山ばな　平八茶屋

7,000円の昼懐石以上の懐石料
理注文者に食前酒１杯無料
サービス

対象者 カード会員本人と家族（2親等以内）

対象者 ５名まで適用

レギュラーフロア ラグジュア
リーツインの客室利用料金を
優待料金にて提供

直営レストラン５店舗での利
用料金５％割引

レストラン利用時に、誕生日の
者に食前酒１杯（上限４名まで）
と記念写真を無料提供

■ 加越　（造り酒屋）

同窓会報の広告ページに記載の料金よりさらに値引き（値引額は確認要です）

対象者   …本人以外でも適用になる場合入会特典

同窓会事務局までご連絡ください。入会申込みパンフレットを送付させていただきます。
※同窓会事務局の連絡先は会報裏面に記載しております。

ご入会方法

VISAカード入会のご案内

京都大学経済学部同窓会　理事長　江上　雅彦
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経済学部同窓会オリジナルグッズの販売
　総会の記念品として作成した経済学部同窓会のロゴ入りオリジナルグッズをゼミ会やクラス会
で配布されては如何でしょうか。ご希望の方は同窓会事務局までお問い合わせください。

レッド

ネイビー ブラック ブラウン

ホワイト

中ページ
全面白紙

中ページ
罫線つき

サイズ  （タテ 335 ×ヨコ 280 ×マチ 70mm）

サイズ  （タテ 140 ×ヨコ 88mm）

ブラウン

ライト
ネイビー

ブラック

ブラック

ブルー

ブラック×
ゴールド

ブラック×
シルバー

ホワイト

■■A5判ハードカバーノートブック（ゴムバンド付）

■■布バック

各 500 円

■■ボールペン（黒インク）

■■ハードカバーミニノート（ゴムバンド付）

各 500 円 各 400 円

■■A4判クリアファイル（3枚セット）

各 200 円

200 円

数量限
定のた

め、

在庫限
りとなり

ます。



経済学部同窓会オリジナルグッズの販売
　総会の記念品として作成した経済学部同窓会のロゴ入りオリジナルグッズをゼミ会やクラス会
で配布されては如何でしょうか。ご希望の方は同窓会事務局までお問い合わせください。

レッド

ネイビー ブラック ブラウン

ホワイト

中ページ
全面白紙

中ページ
罫線つき

サイズ  （タテ 335 ×ヨコ 280 ×マチ 70mm）

サイズ  （タテ 140 ×ヨコ 88mm）

ブラウン

ライト
ネイビー

ブラック

ブラック

ブルー

ブラック×
ゴールド

ブラック×
シルバー

ホワイト

■■A5判ハードカバーノートブック（ゴムバンド付）

■■布バック

各 500 円

■■ボールペン（黒インク）

■■ハードカバーミニノート（ゴムバンド付）

各 500 円 各 400 円

■■A4判クリアファイル（3枚セット）

各 200 円

200 円

ブラウンウン
ブラック

ックネイビー ブラック ウンブラウンウン

ライトト
ネイビー

ブラック×
ゴールド

ブラック×
シルバー

ホワイト

会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
数量限

定のた
め、

在庫限
りとなり

ます。
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